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ア．調査の目的 
 

本調査は、「第８期一宮市高齢者福祉計画（介護保険事業計画を含む）」を策定するにあたり、在

宅で生活をしていて要支援・要介護認定を受けている皆さん方の介護保険サービスにかかる利用

状況や利用意向、また介護者の方の実態を把握し、計画づくりや施策の立案に活用することを目

的として実施しました。 

 

イ．調査概要 
 
調査対象者：在宅で生活している要支援・要介護認定を受けている市民 800 人 

抽 出 方 法：無作為抽出 

調 査 方 法：郵送配布・郵送回収（調査票による本人記入方式） 

調 査 期 間：令和２年 1 月 24 日（金）～令和２年 2 月 10 日（月） 

回 収 率：63.0％（回収数：504 件） 

 

ウ．報告書の見方 
 

● 図表中の「ｎ（number of case）」は、集計対象者総数（あるいは回答者限定設問の限定条件に

該当する人）を表しています。 

● 回答結果の割合「％」は有効サンプル数に対して、それぞれの回答数の割合を小数点以下第２位

で四捨五入したものです。そのため、単数回答（複数の選択肢から１つの選択肢を選ぶ方式）で

あっても合計値が 100.0％にならない場合があります。 

● 複数回答（複数の選択肢から２つ以上の選択肢を選ぶ方式）の設問の場合、回答は選択肢ごとの

有効回答数に対して、それぞれの割合を示しています。 

複数回答のグラフ表記については以下のとおりです。 

ＭＡ％（Multiple Answer） ：選択肢から当てはまるものすべてを回答する場合 

3LＡ％（Limited Answer） ：選択肢から当てはまるものを３つまで回答する場合 

● 図表中の「無回答」とは、回答が示されていない、または回答の判別が困難なものです。 

● 本文中における「圏域」とは日常生活圏域を指し、区分けは以下のとおりです。 

中・西地区 ：宮西・神山・今伊勢町・奥町連区 

北地区 ：葉栗・北方町・木曽川町連区 

北・東地区 ：貴船・西成・浅井町連区 

南・東地区 ：大志・向山・富士・丹陽町・千秋町連区 

南地区 ：大和町・萩原町連区 

南・西地区 ：起・小信中島・三条・大徳・朝日・開明連区 

● 本文中の「前回」とは、平成29 年３月に実施した「一宮市 在宅介護アンケート」のことを指し

ます。 

● 本文中の「介護者」とはアンケート対象者の介護を主に行っている人を指します。 

● 図表中における設問の選択肢については簡略化している場合があります。 

● 集計表の網掛けについては以下の通りです（無回答を除いた順）。 

《最も割合の高いもの》網掛けと太文字 《２番目に割合が高いもの》網掛け 
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ア．要介護・要支援認定や介護保険サービス、介護者に関する調査のまとめ 

 

（１）あなたとご家族について 

● アンケート対象者（要介護・要支援認定を受けている方）については、女性の方が多く、約６割

となっています。年齢（４区分）については、「85歳以上」が 46.2%と最も高く、次いで、「75

～84歳」が 34.3%、「65～74歳」が 11.1%、「65歳未満」が 2.0％となっています。また、

要介護度別では《要支援 1・2》、《要介護 1・2》、《要介護 3 以上》のいずれにおいても「女性」

の割合が高く、「85歳以上」が最も高くなっています。 

● 世帯構成は、「単身世帯」が 20.4％、「夫婦のみの世帯」が 22.8%となっており、「単身世帯」、

「夫婦のみの世帯」とも前回より減少傾向にあります（前回：単身世帯21.7％、夫婦のみの世

帯26.5％）。 

● 居住地区については、「北・東地区」、「中・西地区」の順で割合が高くなっています。 

● 近所づきあいの状況を要介護度別でみると、《要支援 1・2》でのみ『親しくつきあっている』

（「とても親しくつきあっている」＋「わりと親しくつきあっている」）の割合が４割を超えてい

ます。また、『親しくつきあっている』の割合は要介護度が上がるほど低くなり、《要介護度3 以

上》では 40.7％の人が近所とのつきあいをほとんどまたは全くしていないと回答しています。

圏域別でみると、『親しくつきあっている』の割合は、《北地区》、《南・西地区》で４割以上とな

っていますが、《北・東地区》、《南・東地区》での割合が低く、２割台となっています。 

 

（２）要介護認定について 

● 要介護度は、前回は「要介護 2」が最も高かったのに対し、今回は「要介護１」が最も高く、

18.3%となっています。３区分でみると、「要支援 1・2」が 27.8%、「要介護 1・2」が 32.5%、

「要介護 3 以上」が 29.8％となっています。圏域別でみると、「要介護 3 以上」の割合は《南・

東地区》で最も高く、約４割となっています。 

● 訪問診療（医師の訪問）については、「利用している」が 19.6%、「利用していない」が 69.8%

となっていますが、「利用している」の割合は前回より増加傾向にあります（前回：14.5％）。

また、「利用している」の割合は要介護度が上がるほど高くなり、《要介護 3 以上》では 41.3％

と、４割以上が利用している状況です。特に《要介護 1・2》から《要介護 3 以上》にかけて利

用者が大きく増加する傾向がみられます。世帯構成別では、《単身世帯》での利用が少なく、

17.5％となっています。利用していない理由としては、「利用する必要がない」が約６割を占め

ています。 

● 現在抱えている病気は「認知症」（26.8％）、「眼科・耳鼻科疾患（視覚・聴覚障害を伴うもの）」

（23.0％）、「筋骨格系疾患（骨粗しょう症、脊柱管狭窄症等）」（20.0％）の割合が高くなって

います。「認知症」、「眼科・耳鼻科疾患（視覚・聴覚障害を伴うもの）」については年齢区分が上

がるほど割合が高くなる傾向にあり、特に「認知症」は増加の幅が大きく、《～74歳》では 15.2％

であるのに対し、《75～84歳》では 24.3％、《85歳以上》では 35.2％となっています。一方、

「脳血管疾患（脳卒中）」、「糖尿病」については、年齢区分が下がるほど割合が高くなる傾向に

あり、《～74 歳》では３割以上となっています。また、《～74 歳》では「筋骨格系疾患（骨粗

しょう症、脊柱管狭窄症等）」の割合も高く、約３割となっています。 
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● 現在抱えている病気を要介護度別でみると、「認知症」の割合は、《要介護１・２》から大きく増

加し、《要支援１・２》では１割未満であるのに対し、《要介護１・２》では 29.3％、《要介護３

以上》では 48.7％となっています。「眼科・耳鼻科疾患（視覚・聴覚障害を伴うもの）」につい

ては、《要支援１・２》、《要介護１・２》での割合が高い傾向にあり、約３割となっています。

また、《要支援１・２》では「筋骨格系疾患（骨粗しょう症、脊柱管狭窄症等）」（28.6％）と「変

形性関節疾患」（19.3％）の割合が、《要介護３以上》では「脳血管疾患（脳卒中）」（27.3％）

の割合が、他の区分に比べて高い傾向にあります。 

 

（３）介護保険サービスについて 

● 介護保険サービスを利用した人は全体の 55.4％となっていますが、要介護度が上がるほど増加

し、《要支援１・２》では 42.9％、《要介護１・２》では 66.5％、《要介護３以上》では 69.3％

となっています。 

● 介護保険サービスでは、無回答を除くと、《通所介護（デイサービス）》の利用者が最も多く、８

割を超えています（83.4％）。そのほかでは、《通所リハビリテーション（デイケア）》（50.7％）、

《訪問看護》（40.4％）での利用が多くなっています。また、ほとんどのサービスで、前回より

利用が増えている傾向にあり、特に、《訪問看護》、《訪問リハビリテーション》については大き

く増加しています（《訪問看護》今回：40.4％、前回： 26.1％、《訪問リハビリテーション》今

回：30.8％、前回：17.3％）。 

● 介護保険サービスを利用していない理由としては、「現状、サービスを利用するほどの状態では

ない」が最も高く、前回から増加し 33.1%となっていますが（前回：20.0％）、《要支援 1・2》

から《要介護 1・2》にかけて割合が急減し、《要支援１・２》では 53.7％であるのに対し、《要

介護 1・2》では 17.9％、《要介護３以上》では 3.1％となっています。また、《要介護 1・2》

では「本人にサービス利用の希望がない」（21.4％）が最も高くなっています。《要介護 3 以上》

では「その他」（37.5％）が最も高く、その他の回答は、「入院中」もしくは「入所中」となっ

ています。 

● 施設など（特別養護老人ホーム、老人保健施設、介護医療院、グループホーム、介護付有料老人

ホームなど）へすでに入所・入居の申し込みをしている人は前回より増加し、10.9％となって

いますが（前回：8.4％）、検討中の人と合わせると 21.8%で、前回よりも減少傾向にあります

（前回：24.7％）。また、《要介護 3 以上》では 26.7％の人が、すでに入所・入居の申し込みを

していると回答し、検討中の人と合わせると 38.0％となっています。世帯構成別でみると、申

し込み済みまたは検討中の割合は《単身世帯》で高く、32.1％となっています。 

 

（４）その他のサービスについて 

● 地域包括支援センターを知っている人（「知っているし、利用したこともある」＋「知ってはい

るが、利用したことはない」）は 61.5％となっています。利用したこともある割合は、要介護度

別では《要介護１・２》で最も高く、43.3％となっています。また、圏域別でみると、《南・東

地区》では、知っている割合、利用したこともある割合ともに高く、他の地区の値を大きく上回

っています（知っている：78.5％、利用したこともある：49.4％）。一方、《南地区》では利用

している割合が他の地区に比べて低い傾向にあり、27.8％となっています。 
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● 成年後見制度を言葉も内容も知っている人は前回より増加し、36.5％となっています（前回：

31.5％）。「言葉も内容も知っている」割合は《要介護 3 以上》でのみ４割を超え、47.3％とな

っています。 

● 介護保険以外の支援・サービスを利用している人は全体の 24.0％で、前回から減少傾向にあり

ます（前回：28.3％）。要介護度別、世帯構成別でみても、介護保険以外の支援・サービスを利

用していない人の方が多く、世帯構成が《その他》の場合は７割以上となっています。 

● 介護保険以外の支援・サービスで利用しているものをみると、《要支援１・２》、《要介護１・２》

では「配食」、《要介護3 以上》では「移送サービス（介護・福祉タクシー等）」が最も高くなって

いますが、すべて１割台となっています。また、どの区分でも「配食」、「掃除・洗濯」は上位と

なっています。世帯構成別でみると、《単身世帯》、《夫婦のみの世帯》では、「配食」を利用して

いる割合が高い傾向にあり、単身世帯では２割台半ば、夫婦のみの世帯では２割弱となってい

ます。《単身世帯》については、「掃除・洗濯」、「移送サービス（介護・福祉タクシー等）」を利

用している割合も比較的高く、１割以上となっています。 

● 在宅生活の継続に必要と感じる介護保険以外の支援・サービスについて、全体では「移送サービ

ス（介護・福祉タクシー等）」、「外出同行（通院、買い物など）」、「配食」の順で割合が高く、「移

送サービス（介護・福祉タクシー等）」については前回から割合が増加しています（今回：23.6％、

前回：21.3％）。要介護度別でみると、《要介護３以上》での「移送サービス（介護・福祉タク

シー等）」の割合が高く、37.3％となっています。また、「配食」、「外出同行（通院、買い物など）」、

「移送サービス（介護・福祉タクシー等）」はどの区分でも上位となっていますが、《要介護１・

２》では「掃除・洗濯」、「買い物（宅配は含まない）」、「ゴミ出し」、「見守り、声かけ」の割合

も比較的高く、「見守り・声かけ」については、「外出同行」に次いで割合が高くなっています。

また、「外出同行（通院、買い物など）」、「移送サービス（介護・福祉タクシー等）」については、

どの介護度でも現在の利用と希望の差も大きくなっています。また、《要介護１・２》では、「買

い物（宅配は含まない）」、「ゴミ出し」、「見守り、声かけ」での差も大きい傾向にあります。 

● 在宅生活の継続に必要と感じる介護保険以外の支援・サービスについて、世帯構成別でみると、

どの区分でも、「配食」、「外出同行（通院、買い物など）」、「移送サービス（介護・福祉タクシー

等）」の割合が高くなっていますが、《単身世帯》では「掃除・洗濯」、「買い物（宅配は含まな

い）」、「ゴミ出し」、「見守り、声かけ」の割合も高い傾向にあります。また、要介護度別と同様

に、「外出同行（通院、買い物など）」、「移送サービス（介護・福祉タクシー等）」では現在の利用

と希望の差が大きくなっています。《単身世帯》については、「買い物（宅配は含まない）」、「ゴ

ミ出し」、「見守り、声かけ」での差も大きい傾向にあります。 

 

（５）防災について 

● 災害時の避難等対策を何もしていない人は前回より増加し、56.0％となっています（前回

53.9％）。特に《要支援１・２》、《要介護 1・2》での割合が高く、６割以上となっています。 

● 災害時の避難場所の認知状況は、「知っている」が 58.1%、「知らない」が 32.3％となっていま

す。また、認知度は要介護度が上がるほど高くなるものの、《要介護 1・2》、《要介護 3 以上》で

も６割強にとどまっています。圏域別では、《南・西地区》での認知度が高く、ほとんどの地区が

５割台後半から６割台前半であるのに対し、《南・西地区》での値は７割以上となっています。 
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● 避難方法や安否確認の方法について、家族と話し合って決めている人は前回から増加している

ものの 26.2%と、３割未満となっています（前回：12.4％）。要介護度別でみても、家族と話

し合って決めている人はどの区分も２割台後半となっており、多くの人が避難方法や安否確認

の方法を家族で決めていないと回答しています。 

 

（６）今後の介護保険サービスについて 

● 今後の介護サービスと介護保険料負担のあり方については、「保険料は多少高くなっても、現状

のサービスを受けられるように在宅サービス事業所や介護施設などの整備を進めるべき」が

34.3％と最も高くなっていますが、前回からは減少傾向にあります（前回：37.8％）。また、

「わからない」の割合も比較的高く、26.4％となっています。 

● 今後、どこで過ごしたいかについては、前回と同様に、「自宅で暮らせるまでは自宅で暮らし、

要介護度が重くなったら施設や病院に入所したい」が最も高く、48.6%となっています（前回：

49.5％）。「施設や病院などには入所せず、ずっと自宅で暮らしたい」については 27.0%となっ

ています（前回：27.2％）。要介護度別でみても同様の傾向にあり、どの区分も「自宅で暮らせ

るまでは自宅で暮らし、要介護度が重くなったら施設や病院に入所したい」が最も高くなって

います。圏域別でも、ほとんどの地区で「自宅で暮らせるまでは自宅で暮らし、要介護度が重く

なったら施設や病院に入所したい」が最も高くなっていますが、《北・東地区》でのみ、「施設や

病院などには入所せず、ずっと自宅で暮らしたい」が最も高くなっています。 

● 人生の最期をどこで迎えたいかについては、「自宅」が 44.6％と最も高くなっていますが、前

回からは減少傾向にあります（前回：47.7％）。要介護度別、圏域別ともに、どの区分でも「自

宅」と回答する人が最も多くなっており、今後、過ごしたい場所でも自宅を希望する人が多いこ

とから、できるだけ自宅で過ごしたいと考える人が多いことがうかがえます。 

● 今後、充実していく必要があると考えるサービスは、「通所サービス（デイサービスやデイケア

など）」が 26.8%と最も高くなっていますが、前回からは減少傾向にあります（前回：31.2％）。

そのほか「訪問サービス（訪問介護や訪問看護など）」、「短期入所（ショートステイ）」、「特別養

護老人ホーム」の割合も２割台となっていますが、「訪問サービス（訪問介護や訪問看護など）」

のみ前回から割合が増加しています（今回：24.2％、前回：22.9％）。 

● 今後、充実していく必要があると考えるサービスについて要介護度別でみると、《要支援１・

２》、《要介護１・２》では、「通所サービス（デイサービスやデイケアなど）」、「訪問サービス

（訪問介護や訪問看護など）」の割合が高いのに対し、《要介護３以上》では「短期入所（ショ

ートステイ）」、「特別養護老人ホーム」の割合が高くなっています。また、圏域別でみると、ほ

とんどの地区で、「通所サービス（デイサービスやデイケアなど）」、「訪問サービス（訪問介護

や訪問看護など）」、「短期入所（ショートステイ）」の割合が高い傾向にありますが、《南地区》

では「短期入所（ショートステイ）」の割合が他の地区に比べて低い傾向にあります。また、《北

地区》、《南・東地区》では「特別養護老人ホーム」、「介護医療院」の割合も高くなっています。 
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（７）介護者について 

● 介護頻度をみると、全体の 48.4％が「ほぼ毎日」と回答していますが、前回からは減少してい

ます（前回：52.5％）。「ほぼ毎日」の割合は要介護度が上がるほど高くなり、《要支援１・２》

では 32.9％であるのに対し、《要介護１・２》では 57.3％、《要介護 3 以上》では 64.7％とな

っています。 

● 介護者は、対象者の子どもである場合が最も多く、47.9％となっています。次に多いのは「配

偶者」で 30.6％となっていますが、前回と比較すると、子どもの割合は増加し、配偶者の割合

は減少している傾向にあります（前回：子ども 39.9％、配偶者 39.2％）。 

● 介護者の性別は女性が６割台半ばと、女性の方が多くなっています。 

● 介護者の年齢を要介護度別、要介護者の年齢別でみると、どの区分も『50歳以上』が大半を占

めており、《要支援１・２》、《要介護３以上》では「50代」が最も高く、《要介護１・２》では

「60代」が最も高く、いずれも３割以上となっています。 

● 介護者のうち要介護認定を受けている人は前回より減少し、18.4％となっています（前回：

20.4％）。また、補助的な介護者はいないと回答する人は 42.1％と、前回より大きく増加して

おり（前回：23.7％）、一人で介護をしている人が増加している傾向にあります。 

● 現在、介護者が行っている介護については、身体介護に関する項目はほとんどが《要介護 1・2》

から《要介護 3 以上》にかけて大きく増加する傾向にありますが、「入浴・洗身」、「外出の付き

添い、送迎など」については、《要介護 1・2》で最も高くなっています。また、「外出の付き添い、

送迎など」はどの区分でも割合が高い傾向にありますが、「入浴・洗身」については、最も割合

が高い《要介護 1・2》でも２割台となっています。 

● 現在の生活を継続していくにあたって、介護者が不安に感じている介護については、《要支援 1・

2》では「外出の付き添い、送迎など」や「夜間の排泄」、「食事の準備（調理など）」の順で割合

が高くなっています。《要介護 1・2》、《要介護 3 以上》では、「日中の排泄」や「夜間の排泄」、

「認知症状への対応」の割合が上位となっていますが、「日中の排泄」、「夜間の排泄」、「認知症

状への対応」とも《要介護１・２》での割合の方が高く、《要介護１・２》での「夜間の排泄」、

「認知症状への対応」の割合は、２割台後半となっています。 

● アンケート対象者の介護を理由として、過去１年間に仕事を辞めた・転職した人は全体の

13.9％で、前回から増加傾向にあります（前回：9.7％）。また、仕事を辞めた・転職した人の

割合は要介護度が上がるほど高くなり、《要介護３以上》では 18.4％となっています。 

● 介護者の就労状況については、「働いていない」が最も高く 39.6%となっていますが、前回から

大きく減少し（前回：54.5％）、働いている人が増加しています（今回：42.9％、前回：32.1％）。

また、「働いていない」の割合は、介護者が配偶者では５割を超え、子や子の配偶者では３割台

半ばとなっています。 

● 介護を続ける上で効果的な勤め先からの支援は、前回と上位２位が入れ替わり、「介護休業・介

護休暇等の制度の充実」が 32.5%と最も多く、割合も増加しています（前回：28.6％）。次に

割合が高いのが、「労働時間の柔軟な選択（フレックスタイム制など）」が 29.9%（前回：29.4％）、

「制度を利用しやすい職場づくり」が 27.9%となっており、「制度を利用しやすい職場づくり」

については前回から大きく増加しています（前回：17.5％）。 
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● 介護者のうち、介護のために何らかの働き方の調整を行っている人は前回から増加し、62.4％

となっています（前回：59.5％）。行っている調整としては、労働時間の調整や休暇（年休や介

護休暇など）の利用が多くなっています。 

● 働いている人のうち、『仕事を続けていくのは難しい』（「続けていくのは、やや難しい」+「続

けていくのは、かなり難しい」）と回答している人は全体の 17.5％で、前回から増加傾向にあ

ります（前回：12.7％）。仕事を続けていくのは難しいと感じている人は、要介護度が上がるほ

ど多くなり、《要支援 1・2》、《要介護 1・2》では１割台半ばであるのに対し、《要介護 3 以上》

では２割台半ばとなっており、《要介護 3 以上》から、仕事との両立が難しくなっていることが

うかがえます。 

● 介護するうえで困っていることは、前回と同様に、「心身の疲労が大きい」、「旅行・趣味など

生活を楽しむ余裕がない」、「経済的負担が大きい」の順で割合が高くなっていますが、「旅行・

趣味など生活を楽しむ余裕がない」については 40.9%と、前回から大きく増加しており（前

回：34.1％）、自分の生活に充実感を感じている人が少なくなってきていることがうかがえま

す。また、「心身の疲労が大きい」、「旅行・趣味など生活を楽しむ余裕がない」、「経済的負担

が大きい」とも、要介護度が上がるほど割合が高くなる傾向にあります。 

● アンケート対象者の認知症の状況については、「ある（重い）」が 9.9%、「ある（軽い）」が

31.2%で、認知症の症状がある人（「ある（重い）」+「ある（軽い）」）は 41.1％となってお

り、前回から増加傾向にあります（前回：38.7％）。認知症の症状がある人の割合は、要介護

度が上がるほど増加し、《要介護３以上》では 58.7％となっています。また、「ある（重い）」

については《要介護 1・2》から《要介護 3 以上》にかけて割合が大きく増加する傾向にあり、

《要支援１・２》、《要介護１・２》では数パーセントであるのに対し、《要介護３以上》では

26.0％となっています。 
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イ．仕事と介護の両立に向けた支援・サービス提供体制の検討 

 

（１）介護者・要介護者の属性 

● 要介護者が「単身世帯」の割合は、介護者の就労状況が《フルタイム》の場合で約３割と最も

高く、「夫婦のみの世帯」については《働いていない》での割合が２割台半ばで最も高くなっ

ています。 

● 介護者は「子」である場合が多くなっていますが、介護者が《働いていない》場合では「配偶

者」の割合も高くなっています。 

● 介護者の年齢は《フルタイム》と《パートタイム》では「50代」と「60代」に集中している

傾向にありますが、《働いていない》では「60代」が最も多いものの、「50代」、「60代」、

「70代」、「80歳以上」が約２割から３割強と、「50代」～「80歳以上」の間で分布してい

る傾向にあります。また、《働いていない》では『70歳以上』が４割台半ばとなっています。 

● 介護者の性別については、《フルタイム》では「男性」と「女性」が同率となっていますが、

《パートタイム》、《働いていない》では「女性」の割合が７割台と高くなっています。 

● 要介護者の介護度が『要介護３以上』は、介護者が《働いていない》場合での割合が最も高く、

約４割となっています。 

 

（２）主な介護者が行っている介護と就労継続見込み 

● 家族等による介護の頻度は、介護者の就労状況にかかわらず、「ほぼ毎日」の割合が最も高く、

《働いていない》では約８割となっています。 

● 介護者が行っている介護について介護者の就労状況別でみると、介護者の就労状況にかかわ

らず、「その他の家事（掃除、洗濯、買い物など）」が最も高く、７割台後半となっています。

そのほかについては「外出の付き添い、送迎など」や「食事の準備」、「金銭管理や生活面に必

要な諸手続き」の割合が高くなっていますが、《フルタイム》では他に比べて「食事の準備」

の割合が低い傾向にあります。 

● 介護者の就労継続見込みについては、《フルタイム》、《パートタイム》とも、「問題はあるが、

何とか続けていける」の割合が最も高く、約６割となっていますが、『続けていくのは、難し

い』（「続けていくのは、やや難しい」+「続けていくのは、かなり難しい」）の割合は《パー

トタイム》の方が高く、約２割となっています。 

 

（３）「介護保険サービスの利用状況」・「主な介護者が不安に感じる介護」と 

「就労継続見込み」の関係 

● 介護保険サービスを利用した割合は、介護者が《フルタイム》より《パートタイム》である場

合の割合が高く、約８割となっています。介護者の就労継続見込み別でみると、《続けていく

のは、難しい》で最も高く、約８割となっています。 
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● 介護者が不安に感じる介護を介護者の就労継続見込み別でみると、《問題はあるが、何とか続

けていける》では「日中の排泄」、「夜間の排泄」、「認知症状への対応」の割合が高く、特に「夜

間の排泄」は約4 割となっています。《続けていくのは、難しい》では、「夜間の排泄」と「外

出の付き添い、送迎など」、「認知症状への対応」の割合が高い傾向にあります。 

 

（４）介護保険以外の支援・サービスの利用状況と施設等検討の状況 

● 現在利用しているサービスは、《フルタイム》、《パートタイム》とも「利用していない」の割

合が最も高くなっています。それ以外では《フルタイム》、《パートタイム》ともに、「配食」

「掃除・洗濯」、「移送サービス（介護・福祉タクシー等）」が上位となっていますが、利用の

割合は１割前後となっています。 

● 在宅生活の継続に必要と感じるサービスについても、「配食」、「掃除・洗濯」、「移送サービス

（介護・福祉タクシー等）」は上位となっていますが、「外出同行（通院、買い物など）」、「見

守り、声かけ」の割合も高い傾向にあります。《フルタイム》については「ゴミ出し」の割合

も高くなっています。また、在宅生活の継続に必要と感じるサービスについてはどの項目も

《フルタイム》での割合が高い傾向にあります。 

● 訪問診療を利用している割合は、介護者の就労状況にかかわらず、どの区分も２割台となって

います。 

● 要介護者の入所・入居の検討状況をみると、どの区分も「入所・入居を検討していない」の割

合が最も高くなっています。申し込み済みまたは検討中の割合は、《フルタイム》で最も高く、

約３割となっています。 

 

（５）介護のための働き方の調整と効果的な勤め先からの支援 

● 介護のための働き方の調整方法を就労状況別でみると、《フルタイム》、《パートタイム》ともに、

介護のために、労働時間を調整しながら働いている人や、休暇（年休や介護休暇など）を取りなが

ら働いている人が多くなっていますが、休暇を取りながら働いている人の割合は、《パートタイム》

で低い傾向にあります。介護者の就労継続見込み別でみると、《問題はあるが、何とか続けていけ

る》、《続けていくのは、難しい》では《問題なく、続けていける》に比べて、労働時間を調整しな

がら働いている人や休暇を取りながら働いている人が多く、その割合は《続けていくのは、難しい》

で高い傾向にあります。 

● 介護を続ける上で効果的な勤め先からの支援について、介護者の就労状況にかかわらず、「介

護休業・介護休暇等の制度の充実」、「労働時間の柔軟な選択（フレックスタイム制など）」、「制度

を利用しやすい職場づくり」が上位３位となっていますが、《フルタイム》での「介護休業・介護

休暇等の制度の充実」の割合は《パートタイム》での割合を大きく上回り、約４割となっています。

介護者の就労を継続見込み別でみると、《問題はあるが、何とか続けていける》、《続けていくのは、

難しい》ともに、「介護休業・介護休暇等の制度の充実」、「労働時間の柔軟な選択（フレックスタ

イム制など）」、「制度を利用しやすい職場づくり」の割合が高い傾向にありますが、《続けていくの

は、難しい》では「介護をしている従業員への経済的な支援」の割合が最も高く、その割合も４割

台半ばと、他の区分の値を大きく上回っています。 
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 ３  調査結果 
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ア．あなたとご家族について 

 

問１．現在、この調査票にご回答いただいているのは、どなたですか。（○は１つだけ） 

 

「主な介護者となっている家族・親族」が 53.4%と最も高く、次いで、「調査対象者本人」が

35.9%となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問２．あなた（あて名の方で、要介護認定を受けている方 以下同じです）の性別はどちらですか。

（○は１つだけ） 

 

《全体》では、「男性」が 32.3%、「女性」が 60.9%となっています。 

要介護度別でみると、どの区分も「女性」の方が高くなっています。 
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問３．あなたの年齢は、おいくつですか。（○は１つだけ） 

 

《全体》では、「85～89歳」が 26.4%と最も高く、次いで、「90歳以上」が 19.8%、「80～

84歳」が 19.2％となっています。 

年齢区分別（４区分）でみると、「85歳以上」が 46.2%と最も高く、次いで、「75～84歳」が

34.3%、「65～74歳」が 11.1%となっており、要介護度別でみても「85歳以上」が最も高くな

っています。 

圏域別でみると、ほとんどの地区で「85歳以上」が最も高くなっていますが、《南・西地区》で

は、「85歳以上」は３割台で、「75～84歳」が最も高くなっています。 
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2.0 4.6 

6.5 15.1 19.2 26.4 19.8 6.3 

65歳未満 65～69歳 70～74歳 75～79歳

80～84歳 85～89歳 90歳以上 無回答

全体

(n=504)

(%)
0 20 40 60 80 100
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20.4 

30.7 

20.1 

15.3 

28.4 

24.2 

19.8 

21.5 

19.0 

16.9 

22.8 

18.6 

23.8 

29.3 

22.7 

24.2 

24.2 

27.8 

19.0 

28.2 

46.0 

42.1 

51.8 

52.7 

46.6 

46.8 

53.8 

45.6 

57.0 

45.1 

10.7 

8.6 

4.3 

2.7 

2.3 

4.8 

2.2 

5.1 

5.1 

9.9 

単身世帯 夫婦のみの世帯 その他 無回答

(%)
0 20 40 60 80 100

全体

(n=504)

要支援１・２

(n=140)

要介護１・２

(n=164)

要介護３以上

(n=150)

中・西地区

(n=88)

北地区

(n=62)

北・東地区

(n=91)

南・東地区

(n=79)

南地区

(n=79)

南・西地区

(n=71)

要
介

護
度

別
圏
域

別

問４．あなたの世帯は次のどれですか。（○は１つだけ） 

 

《全体》では、「単身世帯」が 20.4%、「夫婦のみの世帯」が 22.8%、「その他」が 46.0％とな

っています。 

「単身世帯」の割合は介護度が上がるほど低くなり、《要介護度 3 以上》では 15.3％となって

います。圏域別でみると、《中・西地区》での割合が最も高く、約３割となっています。 
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17.5 

12.3 

18.1 

15.7 

15.7 

14.1 

6.7 

0 10 20

中・西地区（宮西・神山・

今伊勢町・奥町）

北地区（葉栗・北方町・

木曽川町）

北・東地区（貴船・西成・

浅井町）

南・東地区（大志・向山・

富士・丹陽町・千秋町）

南地区（大和町・萩原町）

南・西地区（起・小信中島・

三条・大徳・朝日・開明）

該当区不明・無回答

(%)
(n=504)

問５．あなたは、どちらにお住まいですか。（○は１つだけ） 

 

連区でみると、「大和町連区」が 9.7%と最も高く、次いで、「西成連区」が 9.5%、「今伊勢町

連区」が 6.9%となっています。 

圏域でみると、「北・東地区（貴船・西成・浅井町）」が 18.1%と最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※割合は実数から計算しているため、連区の割合の合計と地区の割合は一致しない。 

  

3.8 

2.0 

5.0 

0.4 

6.3 

0 10 20

朝日連区

開明連区

木曽川町連区

該当区不明

無回答

2.6 

9.7 

6.9 

4.2 

6.0 

4.4 

1.2 

2.6 

2.6 

2.0 

0 10 20

北方町連区

大和町連区

今伊勢町連区

奥町連区

萩原町連区

千秋町連区

起連区

小信中島連区

三条連区

大徳連区

3.0 

3.6 

3.4 

1.8 

2.6 

2.2 

4.8 

9.5 

4.8 

5.0 

0 10 20

宮西連区

貴船連区

神山連区

大志連区

向山連区

富士連区

葉栗連区

西成連区

丹陽町連区

浅井町連区

(n=504)
(％)
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問６．あなたは近所のつきあいをどの程度していますか。（○は１つだけ） 

 

《全体》では、「つきあいはしているがそれほど親しくない」が 35.7%と最も高く、次いで、「わ

りと親しくつきあっている」が 28.0%、「ほとんどまたは全くつきあっていない」が 25.4%とな

っています。『親しくつきあっている』（「とても親しくつきあっている」＋「わりと親しくつきあ

っている」）の割合については、32.0％となっています。 

『親しくつきあっている』の割合は要介護度が上がるほど低くなり、特に《要支援１・２》から

《要介護１・２》にかけての減少が大きく、《要支援１・２》では 47.1％であるのに対し、《要介

護１・２》では 31.0％、《要介護３以上》では 24.0％となっています。圏域別でみると、《南・西

地区》での割合が最も高く、47.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

4.0 

5.7 

3.0 

3.3 

2.3 

6.5 

3.3 

6.3 

1.3 

5.6 

28.0 

41.4 

28.0 

20.7 

30.7 

35.5 

20.9 

17.7 

34.2 

42.3 

35.7 

37.1 

40.9 

34.0 

35.2 

30.6 

48.4 

45.6 

36.7 

28.2 

25.4 

14.3 

27.4 

40.7 

30.7 

27.4 

25.3 

30.4 

26.6 

22.5 

6.9 

1.4 

0.6 

1.3 

1.1 

0.0 

2.2 

0.0 

1.3 

1.4 

とても親しくつきあっている

わりと親しくつきあっている

つきあいはしているがそれほど親しくない

ほとんどまたは全くつきあっていない

無回答

(%)
0 20 40 60 80 100

全体

(n=504)

要支援１・２

(n=140)

要介護１・２

(n=164)

要介護３以上

(n=150)

中・西地区

(n=88)

北地区

(n=62)

北・東地区

(n=91)

南・東地区

(n=79)

南地区

(n=79)

南・西地区

(n=71)

要
介
護
度
別

圏
域
別
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イ．要介護認定について 

 

問１．あなたの要介護度は、次のどれに該当しますか。（○は１つだけ） 

 

「要介護１」が 18.3%と最も高く、次いで、「要介護２」が 14.3%、「要支援１」、「要支援２」

がそれぞれ 13.9%となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

13.9 

13.9 

18.3 

14.3 

12.9 

8.9 

7.9 

1.0 

8.9 

0 10 20 30

要支援１

要支援２

要介護１

要介護２

要介護３

要介護４

要介護５

わからない

無回答

(%)
(n=504)
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要介護度を３区分でみると、「要支援 1・2」が 27.8%、「要介護 1・2」が 32.5%、「要介護 3

以上」が 29.8％となっています 

圏域別でみると、「要介護 3 以上」の割合は《南・東地区》で最も高く、39.2％となっています。

また、《中・西地区》、《南地区》での割合も高く、３割台半ばとなっています（中・西地区：35.2％、

南地区：36.7％）。 

世帯構成別でみると、「要介護 3 以上」の割合は《夫婦のみの世帯》で最も高く、38.3％となっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※割合は実数から計算しているため、P19 の要支援・要介護区分の割合の合計と一致しない。 

 

 

 

 

  

27.8 

29.5 

37.1 

39.6 

24.1 

24.1 

23.9 

41.7 

22.6 

25.4 

32.5 

33.0 

32.3 

33.0 

30.4 

32.9 

46.5 

32.0 

33.9 

36.6 

29.8 

35.2 

25.8 

24.2 

39.2 

36.7 

26.8 

22.3 

38.3 

34.1 

9.9 

2.3 

4.8 

3.3 

6.3 

6.3 

2.8 

3.9 

5.2 

3.9 

要支援1・2 要介護1・2

要介護3以上 介護度不明・無回答

全体

(n=504)

中・西地区

(n=88)

北地区

(n=62)

北・東地区

(n=91)

南・東地区

(n=79)

南地区

(n=79)

南・西地区

(n=71)

単身世帯

(n=103)

夫婦のみの世帯

(n=115)

その他

(n=232)

圏
域
別

世
帯
構
成
別

(%)
0 20 40 60 80 100
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問２．訪問診療（医師の訪問）を利用していますか。（○は１つだけ） 

 

《全体》では、「利用している」が 19.6%、「利用していない」が 69.8%となっています。 

「利用している」の割合は要介護度が上がるほど高くなり、特に《要介護１・２》から《要介護

３以上》にかけての増加が大きく、《要介護１・２》では 14.0％であるのに対し、《要介護 3 以上》

では 41.3％となっています。 

世帯構成別でみると、「利用している」の割合は、《単身世帯》でのみ１割台となっており（17.5％）、

《夫婦のみの世帯》、《その他》では２割強となっています（夫婦のみの世帯：22.6％、その他：

22.0％）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈訪問診療を利用していない方のみ〉 

問３．訪問診療を利用していない理由は何ですか。（○は１つだけ） 

 

「利用する必要がない」が 58.0%、「利用する方法がわからない」が 15.3%となっています。 

 

 

 

 

 

 

  

19.6 

8.6 

14.0 

41.3 

17.5 

22.6 

22.0 

69.8 

87.1 

81.1 

56.0 

82.5 

70.4 

74.1 

10.5 

4.3 

4.9 

2.7 

0.0 

7.0 

3.9 

全体

(n=504)

要支援１・２

(n=140)

要介護１・２

(n=164)

要介護３以上

(n=150)

単身世帯

(n=103)

夫婦のみの世帯

(n=115)

その他

(n=232)

(%)
0 20 40 60 80 100

要
介
護

度
別

世
帯
構
成

別
利用している 利用していない 無回答

58.0 

15.3 

18.8 

8.0 

0 20 40 60

利用する必要がない

利用する方法がわからない

その他

無回答

(%)
(n=352)
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問４．あなたが、現在抱えている病気はありますか。（○はいくつでも） 

 

《全体》では、「認知症」が 26.8%と最も高く、次いで、「眼科・耳鼻科疾患（視覚・聴覚障害

を伴うもの）」が 23.0%、「筋骨格系疾患（骨粗しょう症、脊柱管狭窄症等）」が 20.0%となって

います。 

年齢区分別（３区分）でみると、「認知症」、「眼科・耳鼻科疾患（視覚・聴覚障害を伴うもの）」

は年齢区分が上がるほど高くなっています。特に「認知症」については増加の幅が大きく、《～74

歳》では 15.2％であるのに対し、《75～84歳》では 24.3％、《85歳以上》では 35.2％となっ

ています。 

一方、「脳血管疾患（脳卒中）」、「糖尿病」については、年齢区分が下がるほど割合が高くなり、

《～74 歳》では３割以上となっています（脳血管疾患：33.3％、糖尿病：31.8％）。また、《～

74歳》では「筋骨格系疾患（骨粗しょう症、脊柱管狭窄症等）」の割合も高く、約３割となってい

ます。 

 

【年齢区分別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

26.8 

23.0 

20.0 

18.7 

18.5 

16.1 

9.9 

9.7 

5.8 

4.4 

4.0 

3.2 

2.6 

16.5 

2.8 

2.8 

9.1 

0 20 40 60

認知症

眼科・耳鼻科疾患（視覚・

聴覚障害を伴うもの）
筋骨格系疾患（骨粗しょう症、

脊柱管狭窄症等）

心疾患（心臓病）

脳血管疾患（脳卒中）

糖尿病

呼吸器疾患

変形性関節疾患

パーキンソン病

悪性新生物（がん）

腎疾患（透析）

膠原病（関節リウマチ含む）

難病（パーキンソン病を除く）

その他

わからない

なし

無回答

15.2 

18.2 

28.8 

18.2 

33.3 

31.8 

10.6 

10.6 

7.6 

4.5 

4.5 

4.5 

10.6 

15.2 

0.0 

4.5 

1.5 

0 20 40 60

24.3 

22.5 

18.5 

17.9 

24.9 

18.5 

10.4 

6.9 

10.4 

6.9 

6.4 

3.5 

1.7 

15.6 

3.5 

2.9 

4.0 

0 20 40 60

35.2 

27.5 

21.0 

21.9 

12.0 

11.6 

10.7 

12.9 

2.6 

3.0 

2.6 

3.0 

1.3 

19.7 

3.4 

2.6 

3.4 

0 20 40 60

(MA%)

全体

(n=504)

～74歳

(n=66)

75～84歳

(n=173)

85歳以上

(n=233)
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9.3 

30.7 

28.6 

17.1 

12.1 

16.4 

12.1 

19.3 

2.9 

4.3 

5.0 

2.1 

2.1 

13.6 

2.9 

3.6 

3.6 

0 20 40 60

29.3 

29.9 

16.5 

22.0 

20.1 

16.5 

9.8 

7.9 

4.3 

3.7 

5.5 

6.1 

3.7 

22.0 

3.7 

2.4 

3.0 

0 20 40 60

48.7 

14.0 

20.0 

20.7 

27.3 

19.3 

10.7 

6.0 

11.3 

5.3 

2.7 

2.0 

2.0 

16.7 

2.0 

2.0 

2.7 

0 20 40 60

(MA%)

要支援１・２

(n=140)

要介護１・２

(n=164)

要介護３以上

(n=150)

認知症

眼科・耳鼻科疾患（視覚・

聴覚障害を伴うもの）
筋骨格系疾患（骨粗しょう症、

脊柱管狭窄症等）

心疾患（心臓病）

脳血管疾患（脳卒中）

糖尿病

呼吸器疾患

変形性関節疾患

パーキンソン病

悪性新生物（がん）

腎疾患（透析）

膠原病（関節リウマチ含む）

難病（パーキンソン病を除く）

その他

わからない

なし

無回答

要介護度別でみると、「認知症」の割合は、要介護度が上がるほど高くなり、特に《要支援１・

２》から《要介護１・２》にかけての増加が大きく、《要支援１・２》では１割未満であるのに対

し、《要介護１・２》では 29.3％、《要介護３以上》では 48.7％となっています。 

「眼科・耳鼻科疾患（視覚・聴覚障害を伴うもの）」については、《要支援１・２》、《要介護１・

２》では約３割と割合が高いのに対し（要支援１・２：30.7％、要介護１・２：29.9％）、《要介

護３以上》では１割台となっています（14.0％）。 

「筋骨格系疾患（骨粗しょう症、脊柱管狭窄症等）」については、《要介護１・２》から割合が低

くなる傾向にあり、《要支援１・２》では 28.6％であるのに対し、《要介護１・２》では 16.5％、

《要介護３以上》では 20.0％となっています。 

そのほか、《要支援１・２》では「変形性関節疾患」の割合（19.3％）が、《要介護３以上》で

は「脳血管疾患（脳卒中）」の割合（27.3％）が、他の区分に比べて高い傾向にあります。 

 

【要介護度別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※選択肢の並びは全体でみた場合の割合が高いもの順。 
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ウ．介護保険サービスについて 

 

問１．あなたは、令和元年 12 月の１か月の間に、（住宅改修、福祉用具貸与・購入以外の）介

護保険サービスを利用しましたか。（○は１つだけ） 

 

《全体》では、「利用した」が 55.4%、「利用していない」が 25.2%となっています。 

「利用した」の割合は、要介護度が上がるほど高くなり、特に《要支援 1・2》から《要介護 1・

2》にかけての増加が大きく、《要支援１・２》では 42.9％であるのに対し、《要介護 1・2》では

66.5％、《要介護 3 以上》では 69.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

55.4 

42.9 

66.5 

69.3 

25.2 

38.6 

17.1 

21.3 

19.4 

18.6 

16.5 

9.3 

利用した 利用していない 無回答

全体

(n=504)

要支援１・２

(n=140)

要介護１・２

(n=164)

要介護３以上

(n=150)

(%)
0 20 40 60 80 100

要
介
護

度
別
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36.1 

19.0 

40.4 

30.8 

83.4 

50.7 

10.5 

9.0 

27.6 

16.8 

63.9 

81.0 

59.6 

69.2 

16.6 

49.3 

89.5 

91.0 

72.4 

83.2 

利用した 利用していない

訪問介護（ホームヘルプサービス）

（n=119）

訪問入浴介護

（n=105）

訪問看護

（n=114）

訪問リハビリテーション

（n=104）

通所介護（デイサービス）

（n=199）

通所リハビリテーション（デイケア）

（n=134）

定期巡回・随時対応型訪問介護看護

（n=220）

小規模多機能型居宅介護（n=211）

短期入所生活介護・短期入所

療養介護（ショートステイ）

（n=217）

居宅療養管理指導

（n=202）

(%)
0 20 40 60 80 100

〈介護サービスを利用した方のみ〉 

問２．介護サービスについて、令和元年 12 月の１か月間の利用状況をお答えください。 

 

「利用した」の割合は《通所介護（デイサービス）》で 83.4％と最も高く、次いで《通所リハビ

リテーション（デイケア）》が 50.7％、《訪問看護》が 40.4％、《訪問介護（ホームヘルプサービ

ス》が 36.1％、《訪問リハビリテーション》が 30.8％、《短期入所生活介護・短期入所療養介護

（ショートステイ）》が 27.6％となっています。それ以外については、２割未満となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※無回答を除く。 
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■訪問介護（ホームヘルプサービス）  ■訪問入浴介護 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

■訪問看護     ■訪問リハビリテーション 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■通所介護（デイサービス）   ■通所リハビリテーション（デイケア） 

 

 

 

 

 

 

 

 

■短期入所生活介護・短期入所療養介護  ■居宅療養管理指導 

（ショートステイ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

※無回答を除く。 

 

  

83.2 

5.9 

6.4 

1.0 

3.5 

0 25 50 75 100

利用していない

月1回程度

月２回程度

月３回程度

月４回程度

(%)
(n=202)

72.4 

17.5 

3.2 

3.2 

3.7 

0 25 50 75 100

利用していない

月1～7日程度

月8～14日程度

月15～21日程度

月22日以上

(%)
(n=217)

63.9 

11.8 

5.9 

2.5 

3.4 

12.6 

0 25 50 75 100

利用していない

週1回程度

週2回程度

週３回程度

週4回程度

週5回以上

(%)
(n=119)

81.0 

6.7 

7.6 

1.9 

1.0 

1.9 

0 25 50 75 100

利用していない

週1回程度

週2回程度

週３回程度

週4回程度

週5回以上

(%)
(n=105)

59.6 

19.3 

11.4 

0.0 

1.8 

7.9 

0 25 50 75 100

利用していない

週1回程度

週2回程度

週３回程度

週4回程度

週5回以上

(%)
(n=114)

69.2 

10.6 

13.5 

3.8 

1.0 

1.9 

0 25 50 75 100

利用していない

週1回程度

週2回程度

週３回程度

週4回程度

週5回以上

(%)
(n=104)

16.6 

11.1 

25.6 

23.1 

8.0 

15.6 

0 25 50 75 100

利用していない

週1回程度

週2回程度

週３回程度

週4回程度

週5回以上

(%)
(n=199)

49.3 

15.7 

14.9 

9.7 

5.2 

5.2 

0 25 50 75 100

利用していない

週1回程度

週2回程度

週３回程度

週4回程度

週5回以上

(%)
(n=134)
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33.1 

20.5 

13.4 

4.7 

3.9 

3.1 

3.1 

2.4 

14.2 

29.9 

0 20 40 60

現状、サービスを利用する

本人にサービス利用の希望がない

家族が介護をするため必要ない

利用料を支払うのが難しい

購入のみを利用するため

以前、利用していたサービスに

利用方法がわからない

利用したいサービスが利用

その他

無回答

住宅改修、福祉用具貸与

不満があった

ほどの状態ではない

サービスを受けたいが手続きや

できない、身近にない

53.7 

20.4 

11.1 

5.6 

3.7 

5.6 

3.7 

5.6 

3.7 

24.1 

0 20 40 60

17.9 

21.4 

10.7 

10.7 

7.1 

0.0 

7.1 

0.0 

14.3 

32.1 

0 20 40 60

3.1 

12.5 

9.4 

0.0 

3.1 

0.0 

0.0 

0.0 

37.5 

46.9 

0 20 40 60

(MA%)

全体

(n=127)

要支援１・２

(n=54)

要介護１・２

(n=28)

要介護３以上

(n=32)

問３．〈介護サービスを利用していない方のみ〉 

介護サービスを利用していない理由は何ですか。（○はいくつでも） 

 

《全体》では、「その他」を除くと、「現状、サービスを利用するほどの状態ではない」が 33.1%

と最も高く、次いで、「本人にサービス利用の希望がない」が 20.5%、「家族が介護をするため必

要ない」が 13.4%となっています。 

要介護度別でみると、《要支援 1・2》では「現状、サービスを利用するほどの状態ではない」が

53.7％で、最も高いのに対し、《要介護 1・2》、《要介護 3 以上》では、「その他」を除くと「本人

にサービス利用の希望がない」が最も高くなっています（要介護１・２：21.4％、要介護３以上：

12.5％）。「その他」については、「入院中」、「入所中」、「体調を崩して、12 月は利用できなかっ

た」の回答がありました。 

 

【要介護度別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■その他の内容 

要介護度別 その他回答 件数 

要支援１・２ どんなサービスがあるかわからない １件 

要介護１・２以上 
体調を崩して、12 月は利用できなかった ２件 

入院中 １件 

要介護３以上 
入院中 ６件 

入所中 ２件 
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63.1 

79.3 

66.5 

50.0 

59.2 

64.3 

69.8 

10.9 

8.6 

15.9 

11.3 

14.6 

10.4 

12.1 

10.9 

2.1 

6.7 

26.7 

17.5 

11.3 

9.5 

15.1 

10.0 

11.0 

12.0 

8.7 

13.9 

8.6 

全体

(n=504)

要支援１・２

(n=140)

要介護１・２

(n=164)

要介護３以上

(n=150)

単身世帯

(n=103)

夫婦のみの世帯

(n=115)

その他

(n=232)

(%)
0 20 40 60 80 100

入所・入居を検討していない

入所・入居を検討している

すでに入所・入居の申し込みをしている

無回答

要
介
護

度
別

世
帯
構

成
別

問４．現時点での、施設など（特別養護老人ホーム、老人保健施設、介護医療院、グループホー

ム、介護付有料老人ホームなど）への入所・入居の検討状況についてお聞きします。（○

は１つだけ） 

 

《全体》では、「入所・入居を検討していない」が63.1%、「入所・入居を検討している」が10.9%、

「すでに入所・入居の申し込みをしている」が 10.9%となっています。 

「すでに入所・入居の申し込みをしている」の割合は、要介護度が上がるほど高くなり、特に

《要介護１・２》から《要介護３以上》にかけての増加が大きく、《要介護１・２》では１割未満

であるのに対し、《要介護３以上》では 26.7％となっています。「入所・入居を検討している」の

割合については《要介護１・２》で最も高く、15.9％となっています。 

世帯構成別でみると、「すでに入所・入居の申し込みをしている」、「入所・入居を検討している」

の割合ともに《単身世帯》で最も高く、それぞれ 17.5％、14.6％となっています。 
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36.1 

38.6 

43.3 

36.0 

38.6 

38.7 

39.6 

49.4 

27.8 

35.2 

25.4 

28.6 

22.6 

27.3 

15.9 

27.4 

24.2 

29.1 

32.9 

28.2 

29.2 

27.9 

29.9 

31.3 

38.6 

27.4 

28.6 

19.0 

34.2 

32.4 

9.3 

5.0 

4.3 

5.3 

6.8 

6.5 

7.7 

2.5 

5.1 

4.2 

全体

(n=504)

要支援１・２

(n=140)

要介護１・２

(n=164)

要介護３以上

(n=150)

中・西地区

(n=88)

北地区

(n=62)

北・東地区

(n=91)

南・東地区

(n=79)

南地区

(n=79)

南・西地区

(n=71)

(%)
0 20 40 60 80 100

要
介
護

度
別

圏
域
別

知っているし、利用したこともある

知ってはいるが、利用したことはない

知らない

無回答

エ．その他のサービスについて 

 

問１．「地域包括支援センター」を知っていますか。（○は 1 つだけ） 

 

《全体》では、「知っているし、利用したこともある」が 36.1%、「知ってはいるが、利用したこ

とはない」が 25.4%、「知らない」が 29.2%となっており、『知っている』（「知っているし、利用

したこともある」＋「知ってはいるが、利用したことはない」）については、61.5％となっています。 

要介護度別でみると、『知っている』の割合はどの区分でも６割台となっていますが、要介護度が

上がるほど低くなり、《要介護度3 以上》では 63.3％となっています。また、「知っているし、利用

したこともある」の割合は《要介護 1・2》で最も高く、43.3％となっています。 

圏域別でみると、『知っている』の割合は《南・東地区》で最も高く、他の地区の値を大きく上回

り 78.5％となっています。また、《南・東地区》では「知っているし、利用したこともある」の割

合も高く、49.4％となっています。一方、《南地区》では利用している割合が他の地区に比べて低い

傾向にあり、27.8％となっています。 
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問２．「成年後見制度」を知っていますか。（○は１つだけ） 

 

《全体》では、「言葉も内容も知っている」が 36.5%、「言葉を知っているが、内容は今回はじ

めて知った」が 19.4%、「言葉も内容も今回はじめて知った」が 31.9%となっています。 

要介護度別でみると、「言葉も内容も知っている」割合は《要介護 3 以上》で最も高く、47.3％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

36.5 

35.7 

34.8 

47.3 

19.4 

20.0 

25.0 

16.7 

31.9 

35.7 

34.8 

27.3 

12.1 

8.6 

5.5 

8.7 

全体

(n=504)

要支援１・２

(n=140)

要介護１・２

(n=164)

要介護３以上

(n=150)

(%)
0 20 40 60 80 100

言葉も内容も知っている

言葉を知っているが、内容は今回はじめて知った

言葉も内容も今回はじめて知った

無回答

要
介
護
度

別
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問３．現在、利用している「介護保険サービス以外」の支援・サービスについて、ご回答ください。 

（○はいくつでも） 

問４．今後の在宅生活の継続に必要と感じる支援・サービス（現在利用しているが、さらなる充実

が必要と感じる支援・サービスを含む）について、ご回答ください。（○はいくつでも） 

 

現在利用しているサービスは、どの区分でも「利用していない」の割合が最も高くなっていますが、

それ以外についてみると、《全体》では、「配食」（10.5%）、「移送サービス（介護・福祉タクシー等）」

（7.5%）、「掃除・洗濯」（7.1%）の順、在宅生活の継続に必要と感じるサービスについては、「移送

サービス（介護・福祉タクシー等）」（23.6%）、「外出同行（通院、買い物など）」（18.3%）、「配食」

（15.5%）の順で高くなっています。 

要介護度別でみると、利用しているサービスは、《要支援 1・2》と《要介護 1・2》では、「配

食」（要支援 1・2：12.1%、要介護 1・2：12.8%）「掃除・洗濯」（要支援 1・2：9.3%、要介

護 1・2：7.3%）の順、《要介護 3 以上》では、「移送サービス（介護・福祉タクシー等）」（14.7%）、

「配食」（8.0%）の順で高くなっています。 

在宅生活の継続に必要と感じるサービスについては、どの区分も「移送サービス（介護・福祉タ

クシー等）」、「外出同行（通院、買い物など）」、「配食」の割合が高く、特に《要介護 3 以上》での

「移送サービス（介護・福祉タクシー等）」の割合は 37.3％と高くなっています。また、《要介護

1・2》では「見守り、声かけ」の割合も高く、20.1％となっています。 

 

【要介護度別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8.0 

0.7 

6.0 

2.0 

3.3 

2.7 

14.7 

2.0 

1.3 

3.3 

58.0 

14.7 

17.3 

6.0 

11.3 

8.0 

7.3 

18.0 

37.3 

13.3 

4.7 

2.0 

29.3 

19.3 

0 20 40 60 80

要介護3以上

(n=150)

(MA%)
10.5 

1.2 

7.1 

3.0 

3.4 

3.6 

7.5 

1.8 

1.8 

1.8 

57.9 

18.1 

15.5 

7.1 

12.3 

11.5 

9.3 

18.3 

23.6 

12.7 

5.4 

1.6 

31.7 

22.4 

0 20 40 60 80

配食

調理

掃除・洗濯

買い物（宅配は

含まない）

ゴミ出し

外出同行（通院、

買い物など）

移送サービス（介護・

福祉タクシー等）

見守り、声かけ

サロンなどの定期的な

通いの場

その他

利用していない

特にない

無回答

全体

(n=504)

12.1 

0.7 

9.3 

5.7 

4.3 

2.9 

5.0 

0.7 

2.9 

0.0 

62.1 

14.3 

12.9 

5.7 

10.7 

12.1 

5.7 

16.4 

21.4 

6.4 

5.0 

0.7 

37.1 

21.4 

0 20 40 60 80

要支援1・2

(n=140)

12.8 

1.8 

7.3 

1.8 

3.7 

3.7 

4.9 

1.8 

1.2 

1.2 

64.0 

13.4 

19.5 

10.4 

16.5 

15.9 

15.9 

23.2 

17.7 

20.1 

7.3 

2.4 

34.1 

14.0 

0 20 40 60 80

要介護1・2

(n=164)

現在利用しているサービス 在宅生活の継続に必要と感じるサービス
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現在利用しているサービスについて、世帯構成別でみると、どの区分でも「利用していない」の

割合が最も高くなっています。特に《その他》では割合が高く、70.3％となっています。 

そのほかについてみると、《単身世帯》、《夫婦のみの世帯》では、「配食」が他の割合を大きく上回

り、《単身世帯》で26.2％、《夫婦のみの世帯》で17.4％となっています。《単身世帯》については、

「掃除・洗濯」、「移送サービス（介護・福祉タクシー等）」の割合も１割以上となっています（掃除・

洗濯：15.5％、移送サービス：10.7％）。 

在宅生活の継続に必要と感じるサービスについては、《夫婦のみの世帯》、《その他》では「移送サ

ービス（介護・福祉タクシー等）」の割合が２割台半ばで最も高くなっていますが（夫婦のみの世

帯：25.2％、その他：25.4％）、《単身世帯》では「配食」と「移送サービス（介護・福祉タクシ

ー等）」がともに２割台半ばとなっています（配食：25.2％、移送サービス：24.3％）。 

また、どの区分でも、「配食」、「外出同行（通院、買い物など）」、「移送サービス（介護・福祉タ

クシー等）」の割合が高くなっていますが、《単身世帯》では「掃除・洗濯」、「買い物（宅配は含ま

ない）」、「ゴミ出し」、「見守り、声かけ」の割合も高い傾向にあります。 

 

【世帯構成別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

26.2 

1.0 

15.5 

4.9 

5.8 

2.9 

10.7 

1.9 

1.0 

1.0 

48.5 

10.7 

25.2 

10.7 

21.4 

17.5 

16.5 

20.4 

24.3 

15.5 

2.9 

1.0 

25.2 

14.6 

0 20 40 60 80

配食

調理

掃除・洗濯

買い物（宅配は

含まない）

ゴミ出し

外出同行（通院、

買い物など）

移送サービス（介護・

福祉タクシー等）

見守り、声かけ

サロンなどの定期的な

通いの場

その他

利用していない

特にない

無回答

単身世帯

（n=103）

17.4 

3.5 

7.0 

3.5 

6.1 

7.0 

6.1 

2.6 

0.9 

0.9 

52.2 

20.0 

14.8 

8.7 

13.0 

13.9 

8.7 

20.9 

25.2 

13.9 

7.0 

0.9 

27.0 

27.8 

0 20 40 60 80

夫婦のみの世帯

（n=115）

1.7 

0.0 

3.4 

2.2 

1.3 

2.2 

8.2 

0.4 

3.0 

2.6 

70.3 

12.9 

14.2 

6.0 

9.5 

9.1 

7.3 

18.5 

25.4 

12.5 

6.9 

2.6 

39.2 

15.9 

0 20 40 60 80

その他

（n=232）

(MA%)

現在利用しているサービス 在宅生活の継続に必要と感じるサービス
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オ．防災について 

 

問１．災害時の避難においてどのような対策をとっていますか。（○はいくつでも） 

 

《全体》では、「何もしていない」を除くと、「避難場所や順路の確認」が 21.6%と最も高く、

次いで、「近隣の支援者の確保」が 6.3%となっています。「何もしていない」については、56.0％

となっています。 

要介護度別でみると、「何もしていない」の割合は、《要介護 1・2》で最も高く、62.2％となっ

ています。圏域別では、どの地区も５割台後半となっています。 

 

 

【要介護度別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【圏域別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

21.6 

6.3 

3.6 

2.6 

4.0 

56.0 

11.9 

0 20 40 60 80

避難場所や順路の確認

近隣の支援者の確保

避難訓練への参加

自主防災組織への支援依頼

その他

何もしていない

無回答

21.4 

4.3 

1.4 

1.4 

4.3 

60.0 

10.7 

0 20 40 60 80

23.2 

7.9 

3.0 

2.4 

4.9 

62.2 

4.3 

0 20 40 60 80

23.3 

6.7 

5.3 

4.0 

2.7 

54.7 

8.0 

0 20 40 60 80

(MA%)

全体

(n=504)

要支援１・２

(n=140)

要介護１・２

(n=164)

要介護3以上

(n=150)

26.1 

5.7 

0.0 

1.1 

4.5 

59.1 

8.0 

0 20 40 60

避難場所や順路の確認

近隣の支援者の確保

避難訓練への参加

自主防災組織への支援依頼

その他

何もしていない

無回答

17.7 

9.7 

3.2 

3.2 

8.1 

58.1 

8.1 

0 20 40 60

24.2 

4.4 

2.2 

3.3 

1.1 

58.2 

11.0 

0 20 40 60

21.5 

12.7 

1.3 

1.3 

5.1 

57.0 

7.6 

0 20 40 60

24.1 

2.5 

6.3 

2.5 

3.8 

59.5 

6.3 

0 20 40 60

19.7 

7.0 

8.5 

2.8 

4.2 

59.2 

7.0 

0 20 40 60

(MA%)

中・西地区

(n=88)

北地区

(n=62)

北・東地区

(n=91)

南・東地区

(n=79)

南地区

(n=79)

南・西地区

(n=71)
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問２．地震などの災害がおこった場合の避難場所を知っていますか。（○は１つだけ） 

 

《全体》では、「知っている」が 58.1%、「知らない」が 32.3%となっています。 

「知っている」の割合は要介護度が上がるほど高くなり、《要介護 1・2》、《要介護 3 以上》で

は６割以上となっています（要介護１・２：62.8％、要介護３以上：63.3％）。 

圏域別でみると、「知っている」の割合は、《南・西地区》で最も高く、71.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

58.1 

55.7 

62.8 

63.3 

61.4 

56.5 

56.0 

57.0 

62.0 

71.8 

32.3 

39.3 

32.9 

30.0 

35.2 

35.5 

35.2 

40.5 

30.4 

23.9 

9.5 

5.0 

4.3 

6.7 

3.4 

8.1 

8.8 

2.5 

7.6 

4.2 

知っている 知らない 無回答

全体

(n=504)

要支援１・２

(n=140)

要介護１・２

(n=164)

要介護３以上

(n=150)

中・西地区

(n=88)

北地区

(n=62)

北・東地区

(n=91)

南・東地区

(n=79)

南地区

(n=79)

南・西地区

(n=71)

(%)
0 20 40 60 80 100

要
介

護
度

別
圏
域

別
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問３．避難方法や安否確認の方法について、家族と話し合って決めていますか。（○は１つだけ） 

 

「決めている」が 26.2%、「決めていない」が 63.3%となっています。 

「決めている」の割合は、《要介護３以上》で最も高くなっていますが、どの区分でも２割台後

半となっています（要支援１・２：27.9％、要介護１・２：26.2％、要介護３以上：28.7％）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

26.2 

27.9 

26.2 

28.7 

63.3 

65.7 

68.9 

64.0 

10.5 

6.4 

4.9 

7.3 

決めている 決めていない 無回答

全体

(n=504)

要支援１・２

(n=140)

要介護１・２

(n=164)

要介護３以上

(n=150)

(%)
0 20 40 60 80 100

要
介
護
度
別



36 

9.3 

34.3 

10.1 

5.0 

26.4 

14.9 

0 10 20 30 40

保険料が高くなっても、充実したサービスが

受けられるように在宅サービス事業所や

介護施設などの整備を積極的に進めるべき

保険料は多少高くなっても、現状のサービス

を受けられるように在宅サービス事業所や介

護施設などの整備を進めるべき

保険料が高くなるのであれば、

在宅サービス事業所や介護施設などの

整備を進めるべきではない

保険料の負担をできるだけ減らすために、

介護保険で提供されるサービスを

充実させる必要はない

わからない

無回答

(%)

(n=504)

カ．今後の介護保険サービスについて 

 

問１．今後の介護サービスと介護保険料負担のあり方について、あなたの考え方に最も近いのは

どれですか。（○は１つだけ） 

 

「わからない」を除くと、「保険料は多少高くなっても、現状のサービスを受けられるように在

宅サービス事業所や介護施設などの整備を進めるべき」が 34.3%と最も高く、次いで、「保険料が

高くなるのであれば、在宅サービス事業所や介護施設などの整備を進めるべきではない」が

10.1%となっています。「わからない」については、26.4％となっています。 
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48.6 

27.0 

4.0 

3.4 

6.3 

0.4 

10.3 

0 20 40 60
自宅で暮らせるまでは自宅で

暮らし、要介護度が重くなったら

施設や病院に入所したい

施設や病院などには入所せず、

ずっと自宅で暮らしたい

要介護度に関わらず、介護保険の

施設や病院に入所して暮らしたい

高齢者向けの住宅に入居して、

介護保険サービス等を

利用しながら暮らしたい

わからない

その他

無回答

52.1 

27.9 

2.9 

4.3 

5.7 

0.0 

7.1 

0 20 40 60

54.9 

28.7 

1.8 

2.4 

5.5 

0.0 

6.7 

0 20 40 60

46.7 

28.0 

8.7 

3.3 

8.0 

1.3 

4.0 

0 20 40 60
(%)

全体

(n=504)

要支援１・２

(n=140)

要介護１・２

(n=164)

要介護３以上

(n=150)

問２．今後どこでどのように暮らしたいとお考えですか。（○は１つだけ） 

 

《全体》では、「自宅で暮らせるまでは自宅で暮らし、要介護度が重くなったら施設や病院に入

所したい」が 48.6%と最も高く、次いで、「施設や病院などには入所せず、ずっと自宅で暮らした

い」が 27.0%となっています。 

要介護度別でみても、どの区分も「自宅で暮らせるまでは自宅で暮らし、要介護度が重くなった

ら施設や病院に入所したい」が最も高くなっており、《要支援１・２》で 52.1％、《要介護１・２》

で 54.9％、《要介護３以上》で 46.7％と、《要介護１・２》での割合が最も高くなっています。 

圏域別でみても、ほとんどの地区で「自宅で暮らせるまでは自宅で暮らし、要介護度が重くなっ

たら施設や病院に入所したい」が最も高く、約５割から６割となっていますが、《北・東地区》で

は「施設や病院などには入所せず、ずっと自宅で暮らしたい」が最も高く、約４割となっています。 

 

【要介護度別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【圏域別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上段：件数、

下段：％
調査数

施設や病院

などには入

所せず、

ずっと自宅

で暮らした

い

自宅で暮ら

せるまでは

自宅で暮ら

し、要介護

度が重く

なったら施

設や病院に

入所したい

要介護度に

関わらず、

介護保険の

施設や病院

に入所して

暮らしたい

高齢者向け

の住宅に入

居して、介

護保険サー

ビス等を利

用しながら

暮らしたい

わからない その他 無回答

88            21            52         5              1              6              -                3              

100.0      23.9        59.1      5.7           1.1           6.8           -                3.4           

62            16            36         2              -                3              1              4              

100.0      25.8        58.1      3.2           -                4.8           1.6           6.5           

91            36         34            4              2              7              -                8              

100.0      39.6      37.4        4.4           2.2           7.7           -                8.8           

79            19            39         4              5              5              -                7              

100.0      24.1        49.4      5.1           6.3           6.3           -                8.9           

79            18            40         4              5              5              1              6              

100.0      22.8        50.6      5.1           6.3           6.3           1.3           7.6           

71            20            40         1              3              4              -                3              

100.0      28.2        56.3      1.4           4.2           5.6           -                4.2           

中・西地区

北地区

北・東地区

南・東地区

南地区

南・西地区
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問３．人生の最期を迎えるとしたら、どこで迎えたいですか。（○は１つだけ） 

 

《全体》では、「自宅」が 44.6%と最も高く、次いで、「病院などの医療施設」が 21.0%となっ

ています。 

要介護度別でみても、どの区分も「自宅」が最も高くなっており、《要支援１・２》で 40.7％、

《要介護１・２》で 50.6％、《要介護３以上》で 49.3％と、《要介護１・２》での割合が最も高く

なっています。 

圏域別でみても、どの区分も「自宅」が最も高くなっていますが、その割合は《北地区》で最も

高く、56.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

21.0 

27.9 

22.0 

16.0 

21.6 

21.0 

26.4 

17.7 

20.3 

22.5 

6.7 

5.7 

6.7 

8.7 

0.0 

4.8 

2.2 

17.7 

12.7 

5.6 

44.6 

40.7 

50.6 

49.3 

42.0 

56.5 

44.0 

45.6 

44.3 

52.1 

17.9 

20.7 

14.6 

22.7 

29.5 

11.3 

22.0 

13.9 

16.5 

16.9 

9.7 

5.0 

6.1 

3.3 

6.8 

6.5 

5.5 

5.1 

6.3 

2.8 

全体

(n=504)

要支援１・２

(n=140)

要介護１・２

(n=164)

要介護３以上

(n=150)

中・西地区

(n=88)

北地区

(n=62)

北・東地区

(n=91)

南・東地区

(n=79)

南地区

(n=79)

南・西地区

(n=71)

(%)
0 20 40 60 80 100

要
介

護
度

別
圏

域
別

病院などの医療施設

特別養護老人ホームや介護付有料老人ホームなどの介護施設

自宅

わからない

無回答
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問４．今後、どのようなサービスを充実していく必要があると考えられますか。（○は３つまで） 

 

《全体》では、「通所サービス（デイサービスやデイケアなど）」が 26.8%と最も高く、次いで、

「訪問サービス（訪問介護や訪問看護など）」が 24.2%、「短期入所（ショートステイ）」が 20.2%、

「特別養護老人ホーム」が 20.0%となっています。 

要介護度別でみると、《要支援１・２》、《要介護１・２》では、「通所サービス（デイサービスや

デイケアなど）」（要支援１・２：27.9％、要介護１・２：32.9％）、「訪問サービス（訪問介護や

訪問看護など）」（要支援１・２：32.1％、要介護１・２：23.8％）の割合が高いのに対し、《要介

護３以上》では「短期入所（ショートステイ）」（32.7％）、「特別養護老人ホーム」（31.3％）の割

合が高くなっています。 

 

【要介護度別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

26.8 

24.2 

20.2 

20.0 

14.9 

10.1 

7.7 

7.7 

7.5 

4.6 

4.0 

0.8 

17.9 

12.7 

0 10 20 30 40

通所サービス（デイサービスや

デイケアなど）
訪問サービス（訪問介護や

訪問看護など）

短期入所（ショートステイ）

特別養護老人ホーム

介護医療院

老人保健施設

看護小規模多機能型居宅介護

定期巡回・随時対応型訪問

介護看護

介護付有料老人ホーム

小規模多機能型居宅介護

グループホーム

その他

わからない

無回答

27.9 

32.1 

12.1 

13.6 

12.1 

10.0 

5.0 

11.4 

4.3 

2.1 

5.0 

1.4 

20.0 

10.0 

0 10 20 30 40

32.9 

23.8 

20.1 

20.1 

17.7 

11.0 

8.5 

7.3 

6.1 

4.3 

4.3 

0.0 

20.1 

7.9 

0 10 20 30 40

24.7 

22.7 

32.7 

31.3 

18.0 

11.3 

9.3 

7.3 

13.3 

8.0 

4.0 

1.3 

15.3 

7.3 

0 10 20 30 40
(3LA%)

全体

(n=504)

要支援１・２

(n=140)

要介護１・２

(n=164)

要介護３以上

(n=150)
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圏域別でみると、ほとんどの地区で、「訪問サービス（訪問介護や訪問看護など）」、「通所サービ

ス（デイサービスやデイケアなど）」、「短期入所（ショートステイ）」の割合が高い傾向にあります

が、《南地区》での「短期入所（ショートステイ）」の割合は、他の地区に比べて低い傾向にありま

す。また、《北地区》、《南・東地区》では「特別養護老人ホーム」が上位にあげられており、「介護

医療院」の割合も他の地区に比べて高い傾向にあります。 

 

【圏域別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

上段：件数、

下段：％
調査数

訪問

サービ

ス（訪問

介護や

訪問看

護など）

通所

サービ

ス（デイ

サービ

スやデイ

ケアな

ど）

短期入

所

（ショー

トステ

イ）

小規模

多機能

型居宅

介護

看護小

規模多

機能型

居宅介

護

定期巡

回・随時

対応型

訪問介

護看護

グルー

プホーム

介護付

有料老

人ホー

ム

特別養

護老人

ホーム

老人保

健施設

介護医

療院
その他

わからな

い
無回答

88       23       29     21       2         6         5         1         5         20       8         9         1         19       6         

100.0 26.1   33.0 23.9   2.3      6.8      5.7      1.1      5.7      22.7   9.1      10.2   1.1      21.6   6.8      

62       13       17     12       2         5         2         6         3         14       4         13       1         7         10       

100.0 21.0   27.4 19.4   3.2      8.1      3.2      9.7      4.8      22.6   6.5      21.0   1.6      11.3   16.1   

91       23       27     23       2         5         13       7         3         14       7         12       -           19       7         

100.0 25.3   29.7 25.3   2.2      5.5      14.3   7.7      3.3      15.4   7.7      13.2   -           20.9   7.7      

79       26     21       19       5         10       9         1         13       25       12       17       1         8         7         

100.0 32.9 26.6   24.1   6.3      12.7   11.4   1.3      16.5   31.6   15.2   21.5   1.3      10.1   8.9      

79       20       21     10       5         8         6         2         7         13       11       14       1         17       8         

100.0 25.3   26.6 12.7   6.3      10.1   7.6      2.5      8.9      16.5   13.9   17.7   1.3      21.5   10.1   

71       13       18     16       7         4         3         3         7         13       8         10       -           16       6         

100.0 18.3   25.4 22.5   9.9      5.6      4.2      4.2      9.9      18.3   11.3   14.1   -           22.5   8.5      

中・西地区

北地区

北・東地区

南・東地区

南地区

南・西地区
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13.9 

7.9 

10.1 

4.8 

48.4 

14.9 

0 20 40 60 80

ない

週に１日よりも少ない

週に１～２日

週に３～４日

ほぼ毎日

無回答

23.6 

11.4 

16.4 

2.1 

32.9 

13.6 

0 20 40 60 80

9.8 

8.5 

9.1 

8.5 

57.3 

6.7 

0 20 40 60 80

7.3 

4.7 

7.3 

3.3 

64.7 

12.7 

0 20 40 60 80
(%)

全体

(n=504)

要支援１・２

(n=140)

要介護１・２

(n=164)

要介護３以上

(n=150)

キ．介護者について 

 

問１．ご家族やご親族の方からの介護は、週にどのくらいありますか（同居していない子どもや

親族等からの介護を含む）。（○は１つだけ） 

 

《全体》では、「ほぼ毎日」が 48.4%と最も高く、次いで、「ない」が 13.9%、「週に１～２日」

が 10.1%となっています。 

「ほぼ毎日」の割合は、要介護度が上がるほど高くなり、特に《要支援１・２》から《要介護１・

２》にかけての増加が大きく、《要支援１・２》では 32.9％であるのに対し、《要介護１・２》で

は 57.3％、《要介護 3 以上》では 64.7％となっています。 

世帯構成別でみると、「ほぼ毎日」の割合は《その他》で最も高く、66.4％となっています。 

 

【要介護度別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【世帯構成別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

23.3 

21.4 

19.4 

8.7 

21.4 

5.8 

0 20 40 60 80

9.6 

8.7 

11.3 

2.6 

51.3 

16.5 

0 20 40 60 80

12.1 

2.2 

5.2 

3.9 

66.4 

10.3 

0 20 40 60 80
(%)

単身世帯

(n=103)

夫婦のみの世帯

(n=115)

その他

(n=232)

ない

週に１日よりも少ない

週に１～２日

週に３～４日

ほぼ毎日

無回答
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47.9 

30.6 

14.5 

0.8 

0.6 

1.7 

3.9 

0 20 40 60

子

配偶者

子の配偶者

兄弟・姉妹

孫

わからない

無回答

(%)
(n=359)

問２．ご家族の中で、主にあて名の方を介護している方はどなたですか。 

あて名の方からみた関係でお答えください。（○は１つだけ） 

 

「子」が 47.9%と最も高く、次いで、「配偶者」が 30.6%、「子の配偶者」が 14.5%となって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問３．主な介護者の方の性別について、ご回答ください。（○は１つだけ） 

 

「男性」が 31.8%、「女性」が 64.6%となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

31.8 64.6 3.6 

男性 女性 無回答

全体

(n=359)

(%)
0 20 40 60 80 100
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問４．主な介護者の方の年齢について、ご回答ください。（○は１つだけ） 

 

《全体》では、「60代」が 29.8%と最も高く、次いで、「50代」が 29.2%、「70代」が 18.1%

となっています。 

要介護度別でみると、《要支援１・２》と《要介護３以上》では「50 代」が最も高く（要支援

１・２：30.7％、要介護３以上：32.5％）、《要介護１・２》では「60 代」が最も高くなってい

ます（35.8％）。 

要介護者の年齢別でみると、《65～69歳》、《90歳以上》では「60代」が最も高く（65～69

歳：43.8％、90歳以上：59.5％）、《70歳代》では「70代」が最も高くなっています（38.5％）。

《80歳代》については「50代」が最も高くなっています（44.6％）。 

 

【要介護度別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【要介護者の年齢別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0.3 

0.0 

0.8 

4.5 

29.2 

29.8 

18.1 

14.8 

0.0 

2.5 

0 20 40 60 80

20歳未満

20代

30代

40代

50代

60代

70代

80歳以上

わからない

無回答

0.0 

0.0 

1.1 

6.8 

30.7 

23.9 

15.9 

18.2 

0.0 

3.4 

0 20 40 60 80

0.7 

0.0 

0.0 

4.4 

26.3 

35.8 

18.2 

11.7 

0.0 

2.9 

0 20 40 60 80

0.0 

0.0 

0.0 

2.5 

32.5 

30.0 

20.0 

13.3 

0.0 

1.7 

0 20 40 60 80
(%)

全体

(n=359)

要支援１・２

(n=88)

要介護１・２

(n=137)

要介護３以上

(n=120)

0.0 

0.0 

0.0 

20.0 

40.0 

20.0 

0.0 

20.0 

0.0 

0.0 

0 20 40 60 80

20歳未満

20代

30代

40代

50代

60代

70代

80歳以上

わからない

無回答

0.0 

0.0 

6.3 

0.0 

6.3 

43.8 

37.5 

6.3 

0.0 

0.0 

0 20 40 60 80

0.0 

0.0 

1.3 

10.3 

23.1 

12.8 

38.5 

10.3 

0.0 

3.8 

0 20 40 60 80

65歳未満

（n=10）

65～69歳

（n=16）

70歳代

（n=78）

0.6 

0.0 

0.6 

3.0 

44.6 

23.5 

7.2 

18.7 

0.0 

1.8 

0 20 40 60 80

80歳代

（n=166）

0.0 

0.0 

0.0 

1.3 

7.6 

59.5 

17.7 

10.1 

0.0 

3.8 

0 20 40 60 80
(%)

90歳以上

（n=79）
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問５．主な介護者の方は要介護認定を受けていますか。（○は１つだけ） 

 

「受けている」が 18.4%、「受けていない」が78.3%となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問６．ご家族の中で、補助的な介護者はおられますか。（○は１つだけ） 

 

「いる」が 54.0%、「いない」が 42.1%となっています。 

 

 

 

 

 

 

  

18.4 78.3 3.3 

受けている 受けていない 無回答

全体

(n=359)

(%)
0 20 40 60 80 100

54.0 42.1 3.9 

いる いない 無回答

全体

(n=359)

(%)
0 20 40 60 80 100
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問７．現在、主な介護者の方が行っている介護などについて、ご回答ください。（○はいくつでも） 

 

《全体》では、「その他の家事（掃除、洗濯、買い物など）」が73.5%、「外出の付き添い、送迎な

ど」が 69.1%、「食事の準備（調理など）」が 67.7%、「金銭管理や生活面に必要な諸手続き」が

67.1%となっています。 

【身体介護】に関する項目はほとんどが、介護度が上がるほど割合が高くなる傾向にありますが、

「入浴・洗身」、「外出の付き添い、送迎など」については、《要介護 1・2》で最も高くなっていま

す。また、「外出の付き添い、送迎など」はどの区分でも割合が高い傾向にありますが、「入浴・洗

身」については、最も割合が高い《要介護 1・2》でも 24.8％、《要介護３以上》では 22.5％とな

っており、割合が高くなる《要介護３以上》の中では割合が低い傾向にあります。 

 

【要介護度別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

24.5 

19.5 

24.8 

20.3 

28.1 

32.6 

27.9 

69.1 

47.9 

25.1 

17.8 

67.7 

73.5 

67.1 

4.2 

1.1 

5.0 

0 25 50 75100

日中の排泄

夜間の排泄

食事の介助（食べる時）

入浴・洗身

身だしなみ（洗顔・

歯磨きなど）

衣服の着脱

屋内の移乗・移動

外出の付き添い、送迎など

服薬

認知症状への対応

医療面での対応（経管栄養、

ストーマなど）

食事の準備（調理など）

その他の家事（掃除、洗濯、

買い物など）

金銭管理や生活面に

必要な諸手続き

その他

わからない

無回答

2.3 

0.0 

9.1 

10.2 

9.1 

5.7 

6.8 

64.8 

19.3 

8.0 

11.4 

52.3 

67.0 

48.9 

2.3 

0.0 

11.4 

0 25 50 75100

9.5 

8.8 

13.1 

24.8 

13.9 

21.9 

20.4 

73.7 

48.2 

22.6 

15.3 

69.3 

73.7 

68.6 

3.6 

2.2 

2.2 

0 25 50 75100

59.2 

47.5 

50.0 

22.5 

56.7 

65.8 

51.7 

67.5 

67.5 

39.2 

25.8 

76.7 

80.0 

80.8 

5.0 

0.8 

2.5 

0 25 50 75100

(MA%)

全体

(n=359)

要支援１・２

(n=88)

要介護１・２

(n=137)

要介護３以上

(n=120)

【身体介護】

【生活援助】

【そ の 他】
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問８．現在の生活を継続していくにあたって、主な介護者の方が不安に感じる介護などについ

て、ご回答ください（現状で行っているか否かは問いません）。（○は３つまで） 

 

《全体》では、「夜間の排泄」が 22.0%と最も高く、次いで、「認知症状への対応」が 20.9%、

「外出の付き添い、送迎など」が 18.4%、「日中の排泄」が 17.8%となっています。 

要介護度別でみると、《要支援 1・2》では「外出の付き添い、送迎など」（23.9％）や「夜間の

排泄」（19.3％）、「食事の準備（調理など）」（19.3％）、《要介護 1・2》、《要介護 3 以上》では、

「日中の排泄」（要介護１・２：21.9％、要介護３以上：19.2％）や「夜間の排泄」（要介護１・

２：26.3％、要介護３以上：20.0％）、「認知症状への対応」（要介護１・２：27.0％、要介護３

以上：18.3％）の割合が上位となっています。 

 

【要介護度別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

17.8 

22.0 

4.2 

12.5 

1.4 

1.4 

10.3 

18.4 

4.2 

20.9 

7.5 

11.7 

1.4 

10.9 

3.3 

6.7 

3.1 

26.5 

0 25 50 75100

日中の排泄

夜間の排泄

食事の介助（食べる時）

入浴・洗身

身だしなみ（洗顔・

歯磨きなど）

衣服の着脱

屋内の移乗・移動

外出の付き添い、送迎など

服薬

認知症状への対応

医療面での対応（経管栄養、

ストーマなど）

食事の準備（調理など）

その他の家事（掃除、洗濯、

買い物など）
金銭管理や生活面に

必要な諸手続き

その他

不安に感じていることは、

特にない

わからない

無回答

11.4 

19.3 

2.3 

14.8 

1.1 

1.1 

10.2 

23.9 

5.7 

17.0 

6.8 

19.3 

4.5 

10.2 

1.1 

12.5 

9.1 

15.9 

0 25 50 75100

21.9 

26.3 

4.4 

12.4 

0.7 

2.9 

10.2 

19.0 

4.4 

27.0 

7.3 

13.9 

0.0 

12.4 

2.2 

3.6 

0.7 

25.5 

0 25 50 75100

19.2 

20.0 

5.8 

11.7 

2.5 

0.0 

10.8 

14.2 

3.3 

18.3 

8.3 

5.0 

0.8 

10.8 

6.7 

5.8 

1.7 

30.8 

0 25 50 75100

(3LA%)

全体

(n=359)

要支援１・２

(n=88)

要介護１・２

(n=137)

要介護３以上

(n=120)

【身体介護】

【生活援助】

【そ の 他】
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60.2 

9.5 

1.9 

1.9 

0.8 

6.1 

19.8 

0 20 40 60 80

介護のために仕事を辞めた

家族･親族はいない

主な介護者が仕事を辞めた

（転職除く）

主な介護者以外の家族・親族が

仕事を辞めた（転職除く）

主な介護者以外の家族・

親族が転職した

主な介護者が転職した

わからない

無回答

61.4 

3.4 

2.3 

2.3 

1.1 

8.0 

21.6 

0 20 40 60 80

59.9 

10.9 

0.0 

2.2 

0.7 

7.3 

19.7 

0 20 40 60 80

63.3 

12.5 

4.2 

1.7 

0.0 

3.3 

15.0 

0 20 40 60 80
(MA%)

全体

(n=359)

要支援１・２

(n=88)

要介護１・２

(n=137)

要介護３以上

(n=120)

問９．ご家族やご親族の中で、あて名の方の介護を主な理由として、過去１年の間に仕事を辞め

た方はいますか（現在働いているかどうかや、現在の勤務形態は問いません）。 

（○はいくつでも） 

※ 自営業や農業などの仕事を辞めた方も含みます。 

 

《全体》では、「介護のために仕事を辞めた家族･親族はいない」が 60.2%と最も高く、次いで、

「主な介護者が仕事を辞めた（転職除く）」が 9.5%となっています。 

要介護度別でみても、いずれの区分も「介護のために仕事を辞めた家族･親族はいない」が６割

前後となっています。また、「主な介護者が仕事を辞めた（転職除く）」の割合は、要介護度が上が

るほど高くなり、《要支援１・２》では数パーセントであるのに対し、《要介護１・２》では 10.9％、

《要介護３以上》では 12.5％となっています。 

 

【要介護度別】 
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19.8 

20.5 

19.7 

19.2 

6.4 

29.7 

15.4 

23.1 

19.3 

27.7 

22.5 

11.8 

24.4 

44.2 

39.6 

39.8 

35.8 

45.8 

52.7 

35.5 

34.6 

1.1 

1.1 

0.7 

0.8 

0.9 

1.2 

0.0 

16.4 

19.3 

16.1 

11.7 

28.2 

9.3 

5.8 

全体

(n=359)

要支援１・２

(n=88)

要介護１・２

(n=137)

要介護３以上

(n=120)

配偶者

(n=110)

子

(n=172)

子の配偶者

(n=52)

(%)
0 20 40 60 80 100

要
介
護
度

別
介
護

者
別

フルタイム パートタイム 働いていない

主な介護者に確認しないと、わからない 無回答

問 10．主な介護者の方の現在の勤務形態について、ご回答ください。（○は１つだけ） 

 

《全体》では、「働いていない」が 39.6%と最も高く、次いで、「パートタイム」が 23.1%、「フ

ルタイム」が 19.8%となっており、『働いている』（「フルタイム」＋「パートタイム」）は 42.9％

となっています。 

要介護度別でみると、『働いている』の割合はどの区分も約４割から４割台半ばとなっています

が、《要介護１・２》での割合が最も高く、47.4％となっています。また、《要介護１・２》では

「パートタイム」の割合が他の区分に比べて高く、27.7％となっています。一方、「働いていない」

の割合は、《要介護 3 以上》で最も高く、45.8％となっています。 

介護者別でみると、「フルタイム」の割合は《子》で最も高く、29.7％となっています。また、

《子の配偶者》での「パートタイム」の割合が高く、44.2％となっています。 
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問 11．〈働いている方のみ〉 

主な介護者の方は、勤め先からどのような支援があれば、仕事と介護の両立に効果があ

ると思いますか。（○は３つまで） 

 

「介護休業・介護休暇等の制度の充実」が 32.5%と最も高く、次いで、「労働時間の柔軟な選択

（フレックスタイム制など）」が 29.9%、「制度を利用しやすい職場づくり」が 27.9%、「介護を

している従業員への経済的な支援」が 23.4%となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

32.5 

29.9 

27.9 

23.4 

17.5 

8.4 

7.8 

3.9 

0.0 

10.4 

4.5 

9.1 

0 20 40 60
(3LA%)

(n=154)

介護休業・介護休暇等の

制度の充実

労働時間の柔軟な選択

（フレックスタイム制など）

制度を利用しやすい職場づくり

介護をしている従業員への

経済的な支援
自営業・フリーランス等のため、

勤め先はない

仕事と介護の両立に関する情報の提供

介護に関する相談窓口・

相談担当者の設置

働く場所の多様化（在宅勤務・

テレワークなど）

その他

特にない

主な介護者に確認しないと、

わからない

無回答
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37.7 

28.6 

3.2 

12.3 

1.3 

31.8 

4.5 

0 20 40 60
(MA%)

(n=154)

「労働時間を調整（残業免除、短時間

勤務、遅出・早帰・中抜けなど）」

しながら、働いている

「休暇（年休や介護休暇など）」

を取りながら、働いている

「在宅勤務」を利用しながら、

働いている

それ以外の調整をしながら、

働いている

主な介護者に確認しないと、

わからない

特に行っていない

無回答

問 12．〈働いている方のみ〉 

主な介護者の方は、介護をするにあたって、何か働き方についての調整などをしていま

すか。（○はいくつでも） 

 

「特に行っていない」を除くと、「「労働時間を調整（残業免除、短時間勤務、遅出・早帰・中抜

けなど）」しながら、働いている」が 37.7%と最も高く、「「休暇（年休や介護休暇など）」を取り

ながら、働いている」が 28.6%となっています。「特に行っていない」については、31.8%とな

っています。 
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問 13．〈働いている方のみ〉 

主な介護者の方は、今後も働きながら介護を続けていけそうですか。（○は１つだけ） 

 

《全体》では、「問題はあるが、何とか続けていける」が 59.7%と最も高く、次いで、「問題な

く、続けていける」が 13.0%、「続けていくのは、やや難しい」が 10.4%、「続けていくのは、か

なり難しい」が 7.1%となっており、『続けていくのは難しい』（「続けていくのは、やや難しい」

＋「続けていくのは、かなり難しい」）については、17.5％となっています。 

『続けていくのは難しい』の割合は、要介護度が上がるほど高くなり、特に《要介護 1・2》か

ら《要介護３以上》にかけての増加が大きく、《要介護１・２》では 15.4％であるのに対し、《要

介護３以上》では 24.0％となっています。 

世帯構成別でみると、『続けていくのは難しい』の割合は《夫婦のみの世帯》で最も高く、22.7％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

13.0 

14.3 

13.8 

10.0 

14.6 

18.2 

10.8 

59.7 

51.4 

61.5 

62.0 

51.2 

54.5 

68.7 

10.4 

5.7 

10.8 

14.0 

14.6 

13.6 

7.2 

7.1 

8.6 

4.6 

10.0 

2.4 

9.1 

8.4 

5.2 

17.1 

3.1 

0.0 

12.2 

0.0 

0.0 

4.5 

2.9 

6.2 

4.0 

4.9 

4.5 

4.8 

全体

(n=154)

要支援１・２

(n=35)

要介護１・２

(n=65)

要介護３以上

(n=50)

単身世帯

(n=41)

夫婦のみの世帯

(n=22)

その他

(n=83)

(%)
0 20 40 60 80 100

要
介
護
度

別
世

帯
構
成

別

問題なく、続けていける

問題はあるが、何とか続けていける

続けていくのは、やや難しい

続けていくのは、かなり難しい

主な介護者に確認しないと、わからない

無回答
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問 14．介護するうえで、どんなことに困っていますか。（○は３つまで） 

 

《全体》では、「心身の疲労が大きい」が 46.8%と最も高く、次いで、「旅行・趣味など生活を

楽しむ余裕がない」が 40.9%、「経済的負担が大きい」が 24.8%となっています。 

要介護度別でみても、どの区分も「心身の疲労が大きい」、「旅行・趣味など生活を楽しむ余裕が

ない」の順で高く、ともに、要介護度が上がるほど割合が高くなる傾向にあります。「経済的負担

が大きい」については、《要支援１・２》から《要介護１・２》にかけて大きく増加し、《要支援１・

２》では 10.2％であるのに対し、《要介護１・２》では 24.8％、《要介護３以上》では 36.7％と

なっています。また、《要支援１・２》では「もっと訪問介護（ホームヘルパー）や通所介護（デ

イサービス）、短期入所生活介護（ショートステイ）などを利用したい」（20.5％）の割合も上位

となっていますが、要介護度が上がるほど割合が低くなる傾向にあります。 

 

【要介護度別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

46.8 

40.9 

24.8 

17.5 

16.2 

8.4 

7.0 

6.1 

3.1 

3.1 

2.8 

16.2 

8.4 

0 20 40 60

心身の疲労が大きい

旅行・趣味など生活を楽しむ

余裕がない

経済的負担が大きい

もっと訪問介護や通所介護、短期

入所生活介護などを利用したい

睡眠不足がひどい

仕事に出られない

買い物などの外出ができない

本人が介護サービスの利用

を希望しない

介護の方法がわからない

家族や近隣の方などの理解

が足りない

その他

特にない

無回答

31.8 

27.3 

10.2 

20.5 

9.1 

5.7 

6.8 

6.8 

5.7 

2.3 

1.1 

28.4 

14.8 

0 20 40 60

51.8 

43.8 

24.8 

19.0 

17.5 

9.5 

5.1 

5.8 

2.2 

5.1 

4.4 

10.2 

7.3 

0 20 40 60

55.0 

49.2 

36.7 

15.8 

20.8 

10.0 

7.5 

5.8 

2.5 

1.7 

1.7 

13.3 

2.5 

0 20 40 60

(3LA%)

全体

(n=359)

要支援１・２

(n=88)

要介護１・２

(n=137)

要介護３以上

(n=120)
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9.9 

1.4 

4.9 

26.0 

31.2 

20.0 

43.9 

32.7 

43.8 

63.6 

43.3 

31.3 

15.1 

15.0 

7.9 

10.0 

ある（重い） ある（軽い） ない 無回答

全体

(n=504)

要支援１・２

(n=140)

要介護１・２

(n=164)

要介護３以上

(n=150)

(%)
0 20 40 60 80 100

要
介
護
度
別

問 15．あて名の方には認知症の症状がありますか。（○は１つだけ） 

 

《全体》では、「ある（重い）」が 9.9%、「ある（軽い）」が 31.2%、「ない」が 43.8%となっ

ており、『ある』（「ある（重い）」＋「ある（軽い）」）については、41.1％となっています。 

『ある』の割合は、要介護度が上がるほど高くなり、特に《要支援１・２》から《要介護１・２》

にかけての増加が大きく、《要支援１・２》では 21.4％であるのに対し、《要介護１・２》では 48.8％、

《要介護３以上》では 58.7％となっています。 

「ある（重い）」についても同様の傾向にありますが、《要介護１・２》から《要介護３以上》に

かけて大きく増加し、《要介護３以上》では 26.0％となっています。 
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ク．仕事と介護の両立に向けた支援・サービスの提供体制の検討 

 

（１）介護者・要介護者の属性 

①【就労状況別】世帯構成 

どの区分も「その他」が最も高く、５割台となっています（フルタイム：52.1％、パートタイ

ム：55.4％、働いていない：57.0％）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②【就労状況別】主な介護者の本人との関係 

《フルタイム》、《パートタイム》では「子」と回答する割合が最も高く（フルタイム：71.8％、

パートタイム：50.6％）、他との差も大きくなっていますが、《働いていない》では「子」の割合

が最も高いものの、「子」と「配偶者」がともに４割台となっています（子：43.0％、配偶者：40.8％）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

29.6 

24.1 

14.1 

11.3 

16.9 

26.8 

52.1 

55.4 

57.0 

7.0 

3.6 

2.1 

単身世帯 夫婦のみの世帯 その他 無回答

フルタイム

(n=71)

パートタイム

(n=83)

働いていない

(n=142)

(%)
0 20 40 60 80 100

71.8 

11.3 

9.9 

0.0 

1.4 

1.4 

4.2 

0 20 40 60 80

子

子の配偶者

配偶者

孫

兄弟・姉妹

その他

無回答

50.6 

27.7 

15.7 

0.0 

0.0 

2.4 

3.6 

0 20 40 60 80

43.0 

12.7 

40.8 

0.0 

1.4 

1.4 

0.7 

0 20 40 60 80
(%)

フルタイム

(n=71)

パートタイム

(n=83)

働いていない

(n=142)
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③【就労状況別】主な介護者の年齢 

《フルタイム》では「50代」が 54.9％と最も高く、他との差も大きくなっていますが、《パー

トタイム》では「50代」と「60代」がともに 39.8％で同率となっています。《働いていない》

では「60代」が最も高く、32.4％となっています。また、《働いていない》では『70歳以上』が

44.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④【就労状況別】主な介護者の性別 

《フルタイム》では「男性」と「女性」が同率となっています（47.9％）。《パートタイム》、《働

いていない》では「女性」の割合の方が高く、７割以上となっています（パートタイム：78.3％、

働いていない：70.4％）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

0.0 

0.0 

0.0 

12.7 

54.9 

23.9 

1.4 

5.6 

0.0 

1.4 

0 20 40 60

0.0 

0.0 

0.0 

2.4 

39.8 

39.8 

10.8 

6.0 

0.0 

1.2 

0 20 40 60

0.0 

0.0 

0.7 

2.1 

19.7 

32.4 

26.1 

18.3 

0.0 

0.7 

0 20 40 60
(%)

フルタイム

(n=71)

パートタイム

(n=83)

働いていない

(n=142)

20歳未満

20代

30代

40代

50代

60代

70代

80歳以上

わからない

無回答

47.9 

21.7 

28.2 

47.9 

78.3 

70.4 

4.2 

0.0 

1.4 

男性 女性 無回答

フルタイム

(n=71)

パートタイム

(n=83)

働いていない

(n=142)

(%)
0 20 40 60 80 100
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⑤【就労状況別】要介護度 

《フルタイム》、《パートタイム》については、「要介護１・２」が最も高いのに対し（フルタイム：

38.0％、パートタイム：45.8％）、《働いていない》では「要介護３以上」が最も高くなっています

（38.7％）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

25.4 

20.5 

24.6 

38.0 

45.8 

34.5 

32.4 

32.5 

38.7 

4.2 

1.2 

2.1 

要支援1・2 要介護1・2

要介護3以上 介護度不明・無回答

フルタイム

(n=71)

パートタイム

(n=83)

働いていない

(n=142)

(%)
0 20 40 60 80 100
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（２）主な介護者が行っている介護と就労継続見込み 

①【就労状況別】家族等による介護の頻度 

介護者の就労状況別でみると、「ほぼ毎日」の割合は、《働いていない》で最も高く、78.2％と

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

0.0 

15.5 

21.1 

4.2 

59.2 

0.0 

0 20 40 60 80

ない

週に１日よりも少ない

週に１～２日

週に３～４日

ほぼ毎日

無回答

0.0 

9.6 

13.3 

8.4 

68.7 

0.0 

0 20 40 60 80

0.0 

9.2 

7.7 

4.9 

78.2 

0.0 

0 20 40 60 80
(%)

フルタイム

(n=71)

パートタイム

(n=83)

働いていない

(n=142)
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②【就労状況別】主な介護者が行っている介護 

どの区分においても、「その他の家事（掃除、洗濯、買い物など）」が最も高く、７割台後半とな

っています（フルタイム：78.9％、パートタイム：77.1％、働いていない：78.9％）。そのほか

については、どの区分も「外出の付き添い、送迎など」や「食事の準備」、「金銭管理や生活面に必

要な諸手続き」の割合が高くなっていますが、《フルタイム》では他に比べて「食事の準備」の割

合が低い傾向にあります（59.2％）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

18.3 

15.5 

19.7 

14.1 

22.5 

25.4 

23.9 

76.1 

39.4 

25.4 

19.7 

59.2 

78.9 

69.0 

2.8 

0.0 

2.8 

0 25 50 75100

日中の排泄

夜間の排泄

食事の介助（食べる時）

入浴・洗身

身だしなみ（洗顔・

歯磨きなど）

衣服の着脱

屋内の移乗・移動

外出の付き添い、送迎など

服薬

認知症状への対応

医療面での対応（経管栄養、

ストーマなど）

食事の準備（調理など）

その他の家事（掃除、洗濯、

買い物など）
金銭管理や生活面に

必要な諸手続き

その他

わからない

無回答

21.7 

20.5 

25.3 

20.5 

25.3 

36.1 

26.5 

69.9 

48.2 

19.3 

12.0 

72.3 

77.1 

72.3 

2.4 

1.2 

0.0 

0 25 50 75100

30.3 

21.8 

32.4 

21.8 

35.9 

38.7 

34.5 

73.9 

56.3 

32.4 

19.7 

78.2 

78.9 

76.1 

4.9 

2.1 

2.8 

0 25 50 75100

(MA%)

フルタイム

(n=71)

パートタイム

(n=83)

働いていない

(n=142)

【身体介護】

【生活援助】

【そ の 他】
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③【就労状況別】就労継続見込み 

《フルタイム》、《パートタイム》とも、「問題はあるが、何とか続けていける」の割合が最も高く、

約６割となっています（フルタイム：60.6％、パートタイム：59.0％）。『続けていくのは、難しい』

（「続けていくのは、やや難しい」+「続けていくのは、かなり難しい」）については、《フルタイム》が

15.5％、《パートタイム》が 19.2％と、《パートタイム》での割合の方が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

11.3 

14.5 

60.6 

59.0 

8.5 

12.0 

7.0 

7.2 

7.0 

3.6 

5.6 

3.6 

フルタイム

(n=71)

パートタイム

(n=83)

(%)
0 20 40 60 80 100

問題なく、続けていける

問題はあるが、何とか続けていける

続けていくのは、やや難しい

続けていくのは、かなり難しい

主な介護者に確認しないと、わからない

無回答



60 

70.0 

71.7 

81.5 

15.0 

15.2 

14.8 

15.0 

13.0 

3.7 

利用した 利用していない 無回答

問題なく、続けていける

(n=20)

問題はあるが、何とか

続けていける(n=92)

続けていくのは、難しい

(n=27)

(%)
0 20 40 60 80 100

（３）「介護保険サービスの利用状況」・「主な介護者が不安に感じる介護」と 

「就労継続見込み」の関係 

①【就労状況別】介護保険サービス利用の有無 

どの区分も「利用した」の割合が高くなっていますが、特に《パートタイム》での割合が高く、78.3％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②【就労継続見込み別】介護保険サービス利用の有無 

どの区分も「利用した」の割合が高くなっていますが、特に《続けていくのは、難しい》での割合が

高く、81.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

62.0 

78.3 

66.9 

21.1 

10.8 

23.9 

16.9 

10.8 

9.2 

利用した 利用していない 無回答

フルタイム

(n=71)

パートタイム

(n=83)

働いていない

(n=142)

(%)
0 20 40 60 80 100
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③【就労継続見込み別】介護者が不安に感じる介護 

《問題なく、続けていける》では「不安に感じていることは、特にない」が 25.0％と最も高く、

次いで、「日中の排泄」と「入浴・洗身」がともに 20.0％となっています。《問題はあるが、何と

か続けていける》では「夜間の排泄」が 41.3％と最も高く、４割以上となっており、次いで、「日

中の排泄」（28.3％）、「認知症状への対応」（23.9％）が２割台となっています。《続けていくの

は、難しい》では、「夜間の排泄」（22.2％）、「外出の付き添い、送迎など」（18.5％）、「認知症状

への対応」（22.2％）が約２割となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

20.0 

15.0 

0.0 

20.0 

0.0 

0.0 

0.0 

15.0 

5.0 

15.0 

5.0 

15.0 

5.0 

5.0 

0.0 

25.0 

0.0 

10.0 

0 20 40 60

28.3 

41.3 

5.4 

18.5 

1.1 

0.0 

18.5 

17.4 

4.3 

23.9 

8.7 

13.0 

0.0 

18.5 

4.3 

2.2 

2.2 

12.0 

0 20 40 60

14.8 

22.2 

3.7 

3.7 

0.0 

0.0 

3.7 

18.5 

3.7 

22.2 

14.8 

11.1 

3.7 

11.1 

7.4 

0.0 

7.4 

37.0 

0 20 40 60

(3LA%)

問題なく、

続けていける

(n=20)

問題はあるが、

何とか続けていける

(n=92)

続けていくのは、

難しい

(n=27)

日中の排泄

夜間の排泄

食事の介助（食べる時）

入浴・洗身

身だしなみ（洗顔・

歯磨きなど）

衣服の着脱

屋内の移乗・移動

外出の付き添い、送迎など

服薬

認知症状への対応

医療面での対応（経管栄養、

ストーマなど）

食事の準備（調理など）

その他の家事（掃除、洗濯、

買い物など）
金銭管理や生活面に

必要な諸手続き

その他

不安に感じていることは、

特にない

わからない

無回答

【身体介護】

【生活援助】

【そ の 他】
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（４）介護保険以外の支援・サービスの利用状況と施設等検討の状況 

①【就労状況別】現在利用しているサービス・在宅生活の継続に必要と感じる支援・サービス 

現在利用しているサービスは、《フルタイム》、《パートタイム》とも「利用していない」の割合が最も

高くなっています。それ以外では《フルタイム》、《パートタイム》ともに、「配食」（フルタイム：15.5％、

パートタイム：10.8％）、「掃除・洗濯」（フルタイム：9.9％、パートタイム：7.2％）、「移送サービス（介

護・福祉タクシー等）」（フルタイム：11.3％、パートタイム：12.0％）が上位となっています。 

在宅生活の継続に必要と感じるサービスについても、「配食」（フルタイム：32.4％、パートタイム：

16.9％）、「掃除・洗濯」（フルタイム：28.2％、パートタイム：13.3％）、「移送サービス（介護・福祉

タクシー等）」（フルタイム：22.5％、パートタイム：28.9％）は上位となっていますが、《パートタイム》

での「掃除・洗濯」の割合は比較的低くなっています。そのほか、「外出同行（通院、買い物など）」（フ

ルタイム：29.6％、パートタイム：24.1％）、「見守り、声かけ」（フルタイム：18.3％、パートタイム：

15.7％）の割合も高い傾向にあります。《フルタイム》については、「ゴミ出し」（22.5％）の割合も高く

なっています。 

また、在宅生活の継続に必要と感じるサービスについてはどの項目も《フルタイム》での割合が高い傾

向にあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

15.5 

0.0 

9.9 

1.4 

5.6 

5.6 

11.3 

1.4 

2.8 

2.8 

63.4 

5.6 

32.4 

11.3 

28.2 

16.9 

22.5 

29.6 

22.5 

18.3 

5.6 

0.0 

35.2 

7.0 

0 20 40 60 80

配食

調理

掃除・洗濯

買い物（宅配は含まない）

ゴミ出し

外出同行（通院、買い物など）

移送サービス（介護・

福祉タクシー等）

見守り、声かけ

サロンなどの定期的な

通いの場

その他

利用していない

無回答

特にない

フルタイム

(n=71)

10.8 

2.4 

7.2 

2.4 

1.2 

4.8 

12.0 

1.2 

2.4 

0.0 

67.5 

10.8 

16.9 

8.4 

13.3 

13.3 

8.4 

24.1 

28.9 

15.7 

6.0 

2.4 

31.3 

16.9 

0 20 40 60 80
(MA%)

パートタイム

（n=83）

現在利用しているサービス 在宅生活の継続に必要と感じるサービス
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64.8 

71.1 

71.8 

14.1 

12.0 

13.4 

16.9 

12.0 

11.3 

4.2 

4.8 

3.5 

入所・入居を検討していない

入所・入居を検討している

すでに入所・入居の申し込みをしている

無回答

フルタイム

(n=71)

パートタイム

(n=83)

働いていない

(n=142)

(%)
0 20 40 60 80 100

②【就労状況別】訪問診療の利用の有無 

「利用している」の割合はどの区分も２割台となっています（フルタイム：21.1％、パートタ

イム：21.7％、働いていない：20.4％）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③【就労状況別】施設等検討の状況 

どの区分も「入所・入居を検討していない」の割合が最も高く（フルタイム：64.8％、パート

タイム：71.1％、働いていない：71.8％）、「入所・入居を検討している」の割合はどの区分も１

割台前半となっています（フルタイム：14.1％、パートタイム：12.0％、働いていない：13.4％）。

「入所・入居を検討している」と「すでに入所・入居の申し込みをしている」を合わせると、《フ

ルタイム》では 31.0％、《パートタイム》では 24.0％、《働いていない》では 24.7％と、《フル

タイム》で最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

21.1 

21.7 

20.4 

73.2 

73.5 

78.2 

5.6 

4.8 

1.4 

利用している 利用していない 無回答

フルタイム

(n=71)

パートタイム

(n=83)

働いていない

(n=142)

(%)
0 20 40 60 80 100
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（５）介護のための働き方の調整と効果的な勤め先からの支援 

①【就労状況別】介護のための働き方の調整 

《フルタイム》、《パートタイム》ともに、「介護のために、「「労働時間を調整（残業免除、短時間勤

務、遅出・早帰・中抜けなど）」しながら、働いている」が３割台後半で最も高くなっていますが（フ

ルタイム：38.0％、パートタイム：37.3％）、２番目に割合が高い「休暇（年休や介護休暇など）」

を取りながら、働いている」の割合は《フルタイム》と《パートタイム》での差が大きく、《フルタイ

ム》での割合の方が高くなっています（フルタイム：33.8％、パートタイム：24.1％）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※選択肢の並びは全体でみた場合の割合が高いもの順。 

  

38.0 

33.8 

5.6 

4.2 

2.8 

31.0 

5.6 

0 20 40 60

37.3 

24.1 

1.2 

19.3 

0.0 

32.5 

3.6 

0 20 40 60
(MA%)

フルタイム

(n=71)

パートタイム

(n=83)

「労働時間を調整（残業免除、短時間

勤務、遅出・早帰・中抜けなど）」

しながら、働いている

「休暇（年休や介護休暇など）」

を取りながら、働いている

「在宅勤務」を利用しながら、

働いている

それ以外の調整をしながら、

働いている

主な介護者に確認しないと、

わからない

特に行っていない

無回答
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②【就労継続見込み別】介護のための働き方の調整 

《問題なく、続けていける》では、「特に行っていない」が 55.0％で最も高く、《問題はあるが、何

とか続けていける》、《続けていくのは、難しい》では「労働時間を調整（残業免除、短時間勤務、遅出・

早帰・中抜けなど）」しながら、働いている」（何とか続けていける：42.4％、難しい：51.9％）、「「休

暇（年休や介護休暇など）」を取りながら、働いている」（何とか続けていける：30.4％、難しい：44.4％）

の順で高くなっていますが、ともに《続けていくのは、難しい》での割合の方が高く、その差も大きく

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※選択肢の並びは全体でみた場合の割合が高いもの順。 

 

 

  

20.0 

10.0 

0.0 

10.0 

0.0 

55.0 

5.0 

0 20 40 60
「労働時間を調整（残業免除、短時間

勤務、遅出・早帰・中抜けなど）」

しながら、働いている

「休暇（年休や介護休暇など）」

を取りながら、働いている

「在宅勤務」を利用しながら、

働いている

それ以外の調整をしながら、

働いている

主な介護者に確認しないと、

わからない

特に行っていない

無回答

42.4 

30.4 

4.3 

16.3 

0.0 

28.3 

0.0 

0 20 40 60

51.9 

44.4 

3.7 

7.4 

0.0 

25.9 

0.0 

0 20 40 60
(MA%)

問題なく、

続けていける

(n=20)

問題はあるが、

何とか続けていける

(n=92)

続けていくのは、

難しい

(n=27)
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③【就労状況別】介護のための働き方の調整と効果的な勤め先からの支援 

《フルタイム》、《パートタイム》とも、「介護休業・介護休暇等の制度の充実」（フルタイム：38.0％、

パートタイム：27.7％）、「労働時間の柔軟な選択（フレックスタイム制など）」（フルタイム：29.6％、

パートタイム：30.1％）、「制度を利用しやすい職場づくり」（フルタイム：29.6％、パートタイム：

26.5％）が上位３位となっていますが、《フルタイム》では、「介護休業・介護休暇等の制度の充実」が

最も高いのに対し、《パートタイム》では、「労働時間の柔軟な選択（フレックスタイム制など）」が最

も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※選択肢の並びは全体でみた場合の割合が高いもの順。 

 

 

 

  

38.0 

29.6 

29.6 

25.4 

19.7 

5.6 

12.7 

4.2 

0.0 

8.5 

5.6 

7.0 

0 20 40 60

27.7 

30.1 

26.5 

21.7 

15.7 

10.8 

3.6 

3.6 

0.0 

12.0 

3.6 

10.8 

0 20 40 60
(3LA%)

フルタイム

(n=71)

パートタイム

(n=83)

介護休業・介護休暇等の

制度の充実

労働時間の柔軟な選択

（フレックスタイム制など）

制度を利用しやすい職場づくり

介護をしている従業員への

経済的な支援

自営業・フリーランス等のため、

勤め先はない

仕事と介護の両立に関する情報の提供

介護に関する相談窓口・

相談担当者の設置

働く場所の多様化（在宅勤務・

テレワークなど）

その他

特にない

主な介護者に確認しないと、

わからない

無回答
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15.0 

25.0 

5.0 

15.0 

15.0 

5.0 

5.0 

0.0 

0.0 

30.0 

0.0 

15.0 

0 20 40 60

38.0 

34.8 

32.6 

20.7 

21.7 

7.6 

8.7 

6.5 

0.0 

9.8 

2.2 

3.3 

0 20 40 60

37.0 

29.6 

37.0 

44.4 

11.1 

11.1 

11.1 

0.0 

0.0 

3.7 

3.7 

7.4 

0 20 40 60
(3LA%)

問題なく、

続けていける

(n=20)

問題はあるが、

何とか続けていける

(n=92)

続けていくのは、

難しい

(n=27)

介護休業・介護休暇等の

制度の充実

労働時間の柔軟な選択

（フレックスタイム制など）

制度を利用しやすい職場づくり

介護をしている従業員への

経済的な支援

自営業・フリーランス等のため、

勤め先はない

仕事と介護の両立に関する情報の提供

介護に関する相談窓口・

相談担当者の設置

働く場所の多様化（在宅勤務・

テレワークなど）

その他

特にない

主な介護者に確認しないと、

わからない

無回答

④【就労継続見込み別】介護のための働き方の調整と効果的な勤め先からの支援 

《問題なく、続けていける》では「特にない」が 30.0％と最も高くなっており、そのほかでは「労

働時間の柔軟な選択（フレックスタイム制など）」（25.0％）の割合が高くなっています。《問題はある

が、何とか続けていける》、《続けていくのは、難しい》では、「介護休業・介護休暇等の制度の充実」

（何とか続けていける：38.0％、難しい：37.0％）、「労働時間の柔軟な選択（フレックスタイム制な

ど）」（何とか続けていける：34.8％、難しい：29.6％）、「制度を利用しやすい職場づくり」（何とか続

けていける：32.6％、難しい：37.0％）の割合が高い傾向にありますが、《続けていくのは、難しい》

では「介護をしている従業員への経済的な支援」の割合が 44.4％と最も高く、他の区分との差が大き

くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※選択肢の並びは全体でみた場合の割合が高いもの順。 
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